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渡
米
を
鱒え
ら
れて
い
る
鳥
養東
大

学
長
を
囲ん
で
、同
学
会
執
行委
員

と
の
釈談
会
は
、匿
谷
同
掌
会
中央

委
昆
長以
下
十
三名
、
学
校
同か
ら

横
山
恥務
局
長、
松
本
掌
生
課長
、

寺
尾
数務
躁
長
、角
醐
記
録
統計
室

畏
出
席の
も
と
に
　月
二
十
日午
隆

「時よ
り
第
一会
議
室
で開
か
れ
た

さ
き
に被
占
領地
教
爾
看会
議
に
出

学長

渡
米し
て
、
何
をし
て

き
た
かと
い
うこ
と
に
こ
だわ
つて

い
な
い、
批
判的
に
見
て
帰
る

学
生

自治
会
の
蓮営
の
仕
方

に
つ
いて
見
てき
て
贋
き
たい

へ学長

それ
は
大
き
い仕
事
の

}
つだ
、そ
の
ほ
か
学生
の
ア
ル

バ
イ
ト
簿
の問
題
も
あ
るが
、
そ

う
い
つ
た要
望
を
メ
モに
し
ても

つて
隈て
ほ
し
い

㎜
-庸
のた
め
渡
米し
た
南
原輿
大
学
長
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が
「軍
和
の
た
めあ
く
豪で
全
慮
謹

和
を希
盟
」
と醐
い
慧
心表
六を
行

い
、「全面
識
和」
が
日本
國
民
の

みな
ら
ず
、職
畢
に
反
対ず
O声
界

の全
人
民
の切
望
す
る
折柄
、
内外

へ深
い
影
翻
をお
よ
ぼ
し7
、
國
立

サ

大学
代
表
盗
Lで
渡
米ず
る
学
長
に

対し
、
こ
の意
味
か
ろ
も、
凍
た
ア

メ
リカ
の
入多
数
の
國民
曜
惰
、
学

り

生生
活
等
を知
る
慧
味
から
も
今
度

の渡
米
へ
の期
時
は
大
きく
、
約
二

時間
、
同
学会
代
表
」の間
に
熱
烈

な懇
諏
が
題ね
ら
れ
た

な
お懇
談
は学
内
問
題
にま
で
およ

んだ
が
こ
の際
渡
米
に関
♂
る
嶺
堀

を圭
と
む
て似
下
に
潤敵
ず
る
(N
)

i

る、
自
冶酵
関
し
て
は誰
と
話
し

て
も
負
けな
い
嗜
念
をも
つて
い

る
,
学
長

日
本
の新
聞
は
古
橋羅

芋
の
こと
を
デ
カ
デ
カと
硲
いた

が
、
ア
メリ
カ
の新
麗
は
ほと
ん

ど
構
いて
い
な
い、
見
物
人も
、

そ
の大
多
数
が
=世
だ
つ
たら
し

い学
生

朝
日新
聞
の
「歯」
欄

本
と
η・は
ど
う
みて
い
る
か
砺究
し

て
く
る

亀

掌生

向
うで
掌
生
に会
わ
れ

た
ら
いい
と
思
う

学員

む
ろん
での
つも
り
を

し
てい
る
、
、彰
ゴ
等
で
はよ
く
裂

備
のと
この
つた
Y
MC
A
や
大
掌

の
ハウ
ス
が
あ
るの
で
そ
⊂で
宿
泪

し
、
そ
こ
で学
生
と
話ず
つも
り
た

その
方
か
経済
的
に
も
いい

自
治
に
は
信
念

京
大
同
学
会
学
畏
と
懇
談

学
生

ア
メ
リ
カに
行
くと
謹

和
が
大き
な
問
題で
、
慧
見を
聞

か
れ
たと
き
、
南原
案
大
掌長
の

醤
明
が問
題
に
な
ると
思
うが

学
長

新
聞
その
他
で
よー、厨

究
して
い
る
の
で
ヘマ
な
考
へは

も
つて
い
な
い、
研
究
-
掌問
の

自
由
に関
し
て、
と
く
に
日本
の

大
きい
大
学
の
入た
ち
は長
い
間

の
経験
か
ら
封
翅的
な
國
でな
い

人
よ
り
身
に
し
み
て
感
じ
て
い

へに
よる
と
馬
日本
の
T
女
優は
向
う

で
は間
題
に
され
て
い
な
い、
ま
た

有名
な
日
本
のF
画
旧
は職
犯
で
あ

りな
が
ら
け
しか
ら
ん
とい
う
の
で

これ
ま
た
問題
に
さ
れ
ない
、
そ
う

いう
風
に
、
われ
く

が
日本
で
は

見
ら
れ
な
い
」面
か
ア
ヌ
リカ
に
は

あ
る、
そ
の面
を
よ/、見
て
來
て
ほ

し
い堂
喪

そう
く

、
アメ
リ
カ

人
か世
界
な
らび
に
東
洋
の惰
勢
を

高
等
学
校
へは
少
し行
'・が
、プ、学

以
外
へ
は何
も
見
に術
か
な
い、
観

光
克
物等
は
全
部
こ
とわ
コ
て、
な

るぺ
く早
/、日
を
きり
つめ
て隔
つ

て
く
る
学
生

ア
メ
リカ
の
学
ヰ聖
活

は
非
常
に
いい
と蘭
い
て
い
る、
東

大
で
も
もう
少
し樂
し
い
生
括
かし

た
い
、
その
点
、
京大
と
比
較し
て

考
え
て
ほし
い

讐
員

ご
も
つ
とも

i

掌生

大学
蟹
理
法
は、
?

掌
長

わた
し
が
留守
甲
、
阪

大
の
今
村
学長
に
代
理
をし
て
も

ら
う
、
委
最長
の
我
翌君
が
並
月

の
は
じ
め
にア
メ
リ
カ
へ行
く
か

ら
そ
れ
談
でに
は
大偽
の
構
想
は

出
來
上
る
だろ
う
、現
在
で
は璽

嬰
な
点
は峠
を
越し
て
い
る

学
生

理
学
部の
人
償
整理
の

閤
題
た
か、
整
理で
人
蝿
が縮
少

さ
れ
る
と、
学
霊
と
し
て
も
將

來
大
掌r
研
究
鼠と
し
て残
る場

含
ゐ非需
に困
る
し
、日
本交
化
の

画
か
ら
い
つても

つ
の危
機
、

学
長
がア
犬
1ーカ
へ行
つて
い
る

間
にサ
ツ
ペ
"と
整
理
され
は
し

な
いか
学長

そん
な
⊂
とは
心
配
し

なく
て
も
よ
い

な
おこ
の
ほ
か、
大
掌
職員
の
定
員

の
問題
、
同学
会
蓮
動協
議
会
の
問

題
-ー種

釈々
談さ
れ
た
か
「こ
の
よ

う
な墾
談
会
は非
常
に
いい
、
今
螢

も
再こ
開
か
れ
るべ
きだ
」
と
の
学

長
の言
葉
を
騒慶
に
幕
を閉
じ
た
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"学
問
の
自
由
の
徹
底
を

紛
剰
し
た
『政
治
的
』決
議

髄選
定
に
関し
、
昨
年
の欠
点
を
是正

ず
る委
爵会
澱
置
、
科掌
知
識
昔及
を

推進
ず
る
墾
臓の
研
究
委齢
腱
な
どを

司決◇「今
年
度科
掌
研
究振
賢
予
節
は適

当
で
な
い
、敬
嚇
に
鶉処
方
を
勧告
げ

一る
F」と
」
およ
び
「舶
回の
掌
問思
想

の自
由
およ
び
数
爵
の人
事
r
関ず
る

掌備
会
譲
の雷
明
が
、地
方
諸
機関
π

「徹
底
ぜ
ず
、無
親
さ
れて
い
る
傾
力彊

い、
か
って
の
謡
明
をプ
リ
ン
ト
にし

て
で
も
こ
れを
周
知
徹底
さ
せ
よう
」

が司
決
され
、
科
掌
振興
予
算
に関
ず

る決
議
と
とも
に
、
こ
の種
の
提
夷の

一大
分
が
否決
さ
れ
た
甲
に
らー、r目
立

一円で
一慮
各
部局
と
r
解
浄碍
π
が
一

月以
後
の
脚科金
恒
↓
に
よ
つて
㎜ケ
月

・
十九
万
円
た
つ}μ憲
蜀
か
「躍六

倍の
百
八
+
西円
⊂な
り年
慶
末
ゼは

どう
し
て
も
く色
乃
円
の赤
字
とな
り

全國
的
問
題た
σr
文
籔予
算
の埆
額

も望
め
ず
、こ
の
赤
字
は各
研
莞寳
に

食
い
込
む
た
め、
不
殿
を嘆
ず
る研
究

費
か
さ
ら
に
唖乏
し
、医
、
農
、
工、

理
等
電
力
を多
く
脳
要と
ず
る
研究
竃

で
は
新
調研
究
は
お
ろ
か、
現
研究
の

謎
続
も
困難
だ
と
慧鳴
を
ヒ
げて
い
る

合
格
傘
九
割
以
上

廉
師
團
鍛
賦験
京天
の威
観

第
七
回医
師
國
家
鼠験
は
昨年
十
月
二

十
七
日よ
り
魑・画
間、
芯
齢者
ご千
五

百
名
に対
し
各都
道
府
縣
　斉
に
旛行

さ
れ
たが
、
こ
の提
外
人
二名
を
混
え

る
合格
者
眉一千
七白
六
十
八名
が
陛生

趣蔑
霧
葛医
務
諜よ
り
発表
さ
れ
た

こ
の内
東
大
関係
者
は
百七
十
六名
、

東
大
百
二
十
ご名
、
阪
大百
二
十
ゐ名

名
大
七
十
名
、九
人
白
二十
八
名
、束

時
大
百
十
}名
、
岡
田医
大
九
十
・刀名

得
意
な
科
目
を
選
べ

画
昨
年度
r
比
して
　ー
一

割
の
定員
増
加
か行
わ
れ
π

も
の
の、
と
く
r多
い
と
い

わ
れ
る理
科
系
白線
浪
入、

さ
らに
今
年
度
とく
r
許
ざれ
た
、現

京
欠在
掌
生
・他
入
学
在蛙
生
の
在学

の
濠
、〔夢
験
す
るも
の
や、
在
職
甲
の

ま
L學
験
す
る公
務
員
・会
蔵
箇
の殺

側も
予
想
され
るの
で今
年
は
か
「て

ない
ほ
ど
の激
職
と
な
ろう

こ
こ
は
十
】の
科
に
わか
れ
、
試静
問

題
は
共
通
であ
る
か合
否
の
判
定は
各

学
科
別
に術
わ
れ
る、
そ
の
際
科に
よ

り
化
掌
・物
理
・数学
な
と
それ
ぞ
れ

ウ
ェイ
ト
を変
え
て授
点
げ
れ
るか
ら

各
人
各
機
に鶴
意
な科
を
え
らん
て受

(
旧
制
)

験
ず
る
の
か賢
明
で
あ
る

ま
た
料
によ
って
受
験雷
の
レ
ベル
に

相
当
の
ひら
き
か
あり
、
昨
年
の例
を

界
て
も
も
自占
価
点
とし
て
百点
も
の

セ.あ
か
る
から
第
「志望
、
第
≡
応曽

を
決
め
る鍔
合
、
ギ
の貰
琴
霞
て入
れ

入
越問
題
の出
題
傾
向
は年

異々
,て

おり
つか
み
がた
い

数掌
は
代
数的
問
題
か多
く
、
徴
積分

の間
題
か
一、
=
混
る
、

化挙
は
化学
関
係
四
科
の助
教
授
ル問

題
を出
し
あ
つて
決
め
6の
か
慣
脅
に

な
つて
い
6が
大
休
有機
化
掌
・
理論

の
それ
ぞ
れ
題
ず
っと
なら
う

物理
は
、
源用
物
理
の数
授
か出
題
∫

出
題
傾向
を
探
る

《
必
要
かあ
ろ
う
、な
お
第と
志
望
に

廻
ざ
れ
る
場
合
は
総点
の
二割
酬
き

(今
無
は
一割
9ー
き
と
いわ
れ
て
い
る)

で
判定
沖
れ
る
こと
r
な
って
い
る

爵
近
二
・三
年
の例
を
見
ると
「覧
黙
●

ア
業化
寧
●機搬
●建
築
など
は
、
秀

才
の
Pと
う
邸と
ざ
れ
て
ゐり
、
驕
ニ

ム

志望
に
は
、
摩料
・鉱
山
・捨
金
な
ど

を選
ふ
の
が
羅
に
な
つて
い
る

一■駈邑■
璽■■胴一雷一一〇一=
一一■

■

一一一一=一一■一嘔

ー

一器噌胴一富一2■
■■響

(中
)

る
筈
で
力
掌
6
り
」
一、

.、題
窓
照
よ
0

韓

今
年
は
、
振
動

場

あ
た
り
が

出
そ
う
で
あ

る
、
外
口
函
は
、
自
黙
科

掌
に
関
す
る
ニ
ッ
セ
イ
な
ど
で
侮
年
の

例

で
は
短
か
い
文
樋
が
寧
多
・
・出
る
、

問
題
は
欧
文
和
訳
た
け
で
あ
る
か
、
交

法
-r
の
仔
滝

よ
り
手
ぎ
わ
よ
/・
ま
と
め

ト
げ
る
力
の
万
か
よ
り
必
要
な

αう
℃

b
る

専
攻
科
目
の
勉
強
を

璽
射
験
科目
は
昨年
と
同
し

募
繁
入員
の
堀
加
も哲
●毘

・交
一湾
含
わ
せ
て
二十
血

名
に
ず
ぎな
い
が
、今
年
は

窮
㌃
芯望
朴
目
を届
け
る
こと
(た
と

ノ

え
ば
角学
科
の
剛諮
と
文
掌科
佛
文
と

し
て
も可
)
r
な
つた
の
で
工掌
部
と

同
じ
'、掌
科
の選
拭
に
妙
を鷺
れ
ば
案

外
容
易に
入
掌出
來
る
か
も知
れ
な
い

ス
試
の出
題
傾
回に
つ
い
て遮
ぺ
て
見

る
く西
年田

は
や
は
り
慮点
は
近
匹

に
おか
れ
て
い
るか
、
法
騒に
く
ら
べ

れば
ス
ケ
ー
ルの
大
き
い
問題
か出
る

ー
た
と
え
ぱ
}昨
年
の
「西
焦
に
お

ゑ

け
る自
由
の観
富
の
変
遷
に
つい
て
」

のご
ζき
も
のー

た
から
閑
な
る史

実
の階
詑
は
無駄
で
あ
ろう

口
語
凄
交

は
侮
年和
歌
あ
り
現

代
文
あ
り
騨論
あ
り
で
バラ

テ̀イ
に

と
ん
た
も
④と
な
つ
てい
る
か
てれ
そ

れ
の
問
題は
鳥
尉
入
試9
度
で
でれ
ほ

ど
む
つ
かし
いも
の
では
な
い

外
國
語

は
昨
年度
と
向じ
く
英

・独
・佛
・鹿
・伊
・
甲の
う
ち
ニケ

國
論
で
あ
るか
、
第
.外
國
舶
の力
か

蚤
も
多
く難
し
い
よ
う
であ
る
か
つ、

やは
り
第
一r
椙
当
ウ
ェイ
ト
がお
か

れ
6
の
であ
ろ
う

そ
の
他
〆」の掌
部
だけ
に
あ
る

暉
政
科目
別
学
力
舷問

ぱ筆
答

と
は
隈
らず
口
箸
のと
こ
う
も
あ
る
か

質
問
は
かな
り
誹
細
わ̀
た
り、
佛
文

科
志
響
た
から
と
い
つで
佛文
πけ

で
は
な
ー、文
学
科
全休
に
お
よぶ
試
瞼

が
行
わ
れ
るか
ら
相当
.幅
の
あ
る勉
彊

レ

が
必
要
しあ
O、
な
お第
二
芯望
右
目

に
つ
いて
嘘
行
わ
乳な
い
こ
とに
な
つ

て
い
5
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邑

月 そ
のの
卒 他業
な者 な
か、コ
百 て八 い

十 る四 、
名で

ある
か

憲
承
務室
て
は
語
つで
いち

=十
二
庫
九
一も
禽
格
箪九
割
以
上
だ蒐
っれ
ると
甑

ら
、酬
年
度
の
不合
格
を
差し
51
い
て
一

一

一重
の
受
験
も
で
き
る

ー
京
大
理
工
両
学
部
に
救
い
の
手
ー

議
駄
第
高
講

譲
総
塗

.

会

月
十
九日
の
各
部分
科
会
に

鞭

引
続
き
二十
日
、
一一十
}日

5の
=
日聞
東
束h
野
掌
士
院

第
五
園
会
館で
開
か
れ
たが
、
急
激

な
計
蚕
駄
勢
の睡
開
を反
映
ず
る
矢継

早
の
提
案
もい
わ
ゆ
る
〃政
冶
的
"の

饗
額
鞍
誌
窮
璽

わ
に
ず
る
と
いう
雰囲
氣
を
か
もし
た

し
勺
と
く
に東
大
法
掌部
グ
ル
ープ
r

は
注
目
の矢
が
向
け
られ
之

会
議
は
別
項の
全
面
講和
希
望
爵明
の

塗
繭に
つ
いで

湯

川
氏

記
念

の

◇
選
華
俵改
正
が
、学
問
思
想
の自
由
◇
つい
で露

興
雛

漿
「何
園も

の
優
審
にな
ら
ぬよ
う
政
府
に勧
告
ず
出
さ
れ
た学
輌
会
議
の歓
告
P
湊
明を

る
決
議
を、
堀
眞琴
、
其
上
隔丸
氏
提
政
府
が
無続
し
て
い
るき
ろ
い
あり
、

鏑
し
た
が、
東
大習
妻
栄
、田
甲耕
大
之
に
対
し庄
意
を
器
♂
6
」
決讃
も

郎
、
宮沢
唆
義
、横
田
詔
「二郎氏
ら
は

「勧
告
や雷
明
を
也
の方
広
⊂ず
るこ

「譜
が細
く
、
選蓋

動
の按
施
的
制
と
か
決し
て
静
-
膏
いえ
ぬ
、他
の

ロ

限
で
あり
勧
告
の要
な
し
」と
反
測

ヒ
手
な
方法
で
や
る
べき
」
と
して
、

熱

難

難

要
」
を
圭
一こ
孔
ま
t少
敏
豪

、由
決
さ
れ..

な
お
ユ
ヴ
ス

.
季
の
畏
竃
、
掌
ま
院
会

【
つ
て
い
た

蜻

声
明
を
否
決

こ
れよ
り
先
'至
面
醐和
促
進
の
寅
明

【を・薯

の名でなすご秦

諏
潜
雛

誘
隷

蕪

無
三
郎、
尾
高
朝雄
、
宮
次僻
義
、
の

諸
氏
か
「全
面
諺和
は
境
巽
の問
題
み

「し
て
不可
能
η、あ
つで
、
閑独
講
相
の

希
望
か彊
い
の
に、
そ
の
よ
うな
痴
明

を
ず
るの
は
軽
牽で
あ
る
、掌
備
会
譲

の
画明
と」
て
は、
政
治
的な
問
題
β

避
け
るぺ
脅ス」あ
る」
と
彊-、反
対
、

町
田
氏ら
か
、
さき
の
年
和糖
談
会
に

お
い
くは
田
甲
氏
か同
糠
の潤
明
影
貰

成
して
い
る
点
虜指
摘
、
さら
に
、
反

「対
書
が萌
大
仏
学部
教
授
を
甲心
に
し

}て
い
・
妄

肇

・
、
はげ
・
い

討
論
か交
さ
れ
ん騰

小
数
奮覚
と
じ
「

て
否
決ざ
れ
t
のこ
あ
る

次
の
こ
～て
講
つκ

昨
年
秋
の総
会
に
お
、て
は
、
原～

力
國
際管
理
の
茜
明
斎可
決
し
てお

り
、
本雷
的
π
同
し今
壁
の
歯
明を

東
大
理
掌部
の
一部掌
科
受
験看
π
は

工
学
部
受験
も
可
能と
な
つ
た

こ
れ
は
理学
部
の動
、
縫
物、
地
質
鉱

物
受
験生
似
外
は
、試
験
期
日が
二
十

四
、
二十
五の
両
日で
終
る
た
め、
二

十
六
日
より
始
濠
る
工学
部
も受
け
ら

れ
る
こ
とと
な
つ
たか
ら
てあ
る

一以
前
壽尾
教
務
課
長は
二
十
七日
の
工

}学
部
の受
験
丞
父付
は
代
人
を認
め
ぬ

一t
め
一又受
験
は
煮可
能
と
書明
し
た

が
、
そ
の後
τ
学部
で
は敬
授
会
て
受

瞼
頻亦
{付
に
は
代人
を
認
め、
理
学
剖

で
も両
方
受
鹸
を認
め
に
ので
あ
る
、

わ
れ
た
、
競畢
牽
は
=
・
;倍
(幕
輿

人
員
δ
8
)
姦

の漿

は
七〇

名
に
す
ぎ
ない
が
、
こ
の訟
瞼
の狙
い

は官
立
の
残り
く
ず
を拾
う
よ
り
は
.

足先
に
慶
秀生
を
簗
めよ
う
と
いう
点

にあ
る
か、
ま
た
受験
料
10
0Ω
円

入
学
金
二〇
〇
〇
円
と
い2

⊂
うか

ら
財
政
士
の理
由
か
らで
あ
る
と
もい

わ
れ
て
い
るな
お新
制
「.年
編
入獄
験

〆

轟
の
鑑

方四
ケ
所
の謬

場
で璽

へδ

0
)
「=籟

入
餐

(七
〇

國
家
事
業
を

○
)
も岡
時
κ
行わ
れ
多
数
の
自線
浪

人
の
顔も
現
れ
たま
た
官
立
入謬

了

後の
こ
月
下旬
に
騙
二
次魯
輿
〔約
-

0
0
0
名
)
を行
う

学
備
会
議
の
声明
Gず
べき
で
な
い
・

と
い
う
こ
と
は成
り
立た
な
い
、
環

エ

実の
國
際
、政
治
問
題
を離
れ
ても

李
相
を
轡
ず
る掌
雷
か純
眞
な
氣痔

から
爵
明
ず
るに
何
の差
交
え
もな
}ζ
の
ため
二
反受
験
を
ね
らう
も
の
な

いは
ず
だ
、今
の
学
雲
議
に
は、

幽子七
院
会
員に
選
は
孔
るこ
と
メ、

予
算
を
獲得
ず
る
⊂
とを
第

義
に
{

.ず
る人
が
少ー・な
く
その
意
義
を失

つぐ
い
る
のは
遙
憾
であ
る
、
学施

会
議
は
還
か貞手
饒
皮
ず
る
こ
とか

要
望
ざ
れ
るた
ろ
う

な
お
・
名
大坂
田
昌
一氏
の
提
粟で
湯
一歩
のた
め
に
は、
世
界
各
國の
卒
和
的

川
氏
を
記
念し
て
理
論物
理
学研
究
の
}な
文化
の
興
隆
か必
妻
で
ある
、
日
本

　

國
家
的
蝋
藁
を促
婆
ず
るこ
む
か決
議

学
施会
議
は
その
だ
め
に全
面
講
相
在

「糞
理
由
と
し三

憲
の
自

と
進

少
墓

鍵

・乏

にな
三
純
棒な
塗

であ
り
、
・」虐

準
和
を

さ
れ
、
京
大
の湯
川
記念
館
轡
立に
も
一希
望ず
る
、
この
こ
と
は
日本
躍
民
の

同
鳳
に
艶
間思
想
の
自由
乱
紀念
ず
る
慶
し、
良
心
的な
るぺ
茎
囎
か、
卒

直
にこ
れ
を
念願
ず
る
のは
当
然
の
.

鐸

鐸
籍
藻
壁
畿
藍
監
難

融
面
撃
駐
ぜ
よ

一

の
都
合
も
あ冥

=
月
二+
二日に
行
「綴
の趣
曽
の
贅成
演
親
を
行
つた
が、

り

わ
れ
る
こと
に
な
つ
た

」東
大法
掌
部
散授
田
甲
耕
太喫

掻
田

提
蓉

宋
川
博
士
談

な
お
これ
に
関
しで
提
案
章
禾川
氏
は

痛
い
電
気
料
値
上

悲
囁
を
あげ
る
京大
各
研
究
霊

　

今年
度
の
鷹
氣料
の
予算
は
昨
年
度よ
㎜

の
推
算
し
て
一で
十
九
月
葛

時
=
自

　

十
5
万
円
を
計
上
し
た
が
、
設
備
の
増

一

加
奪
に
偉
い
、
十
月
現
在
の
推
算
に
小
}

埋
の動
、
蔑
地
質
を
避け
る
た
め
理

学
噺験
職
線
は
人き
な
認駄
か見
込
凛

れ
で
いる
こ
のよ
う
なA.年
の
特例
は最
後
の

受験
しも
あり
、
ま
たへ.年
度
よ
o

嬰験
淘
が学
部の
頃
接戦
入
と
な
ゐ

た
め夢
瞼
廿島
頴配¢
箒
と
い
う噂

も
あ
る

撰
禦
鑑
天

延
期
を
要
望

会

工学
部
笙

目治
Aη噛、は十
六

崩

・
の謹

萱
謬

お
いて
、

工

二十
四
年
匿
分将
業
料
納入
期

京

限
(【月
宋
日
)を
、
回、
二

回生
三
月末
日
、
三
回生
率
業
式
凍で

それ
ハ
＼延
期
ず
る
こと
を
学
部長
κ

要
望
ず
るこ
と
を
快
震
目
下
変
ル甲

で
あ
る同
学
会
に
加
入

新忽原大
・
新
発
尾し
た
藝

自

　

治
会
で
は、
】月
十九
日
の

委
繭
会
にお
い
て痂
場
　致

で
新
同学
会
入
り
を可
決
し

た
だ
ちに
十
九
日よ
り
ヨ
日

間代
議
員
薩

禰を
受
付
、廿
三
日
よ

物
三日
間
に
わ
た
つて
選
華を
行
う

な
お自
治
会
設
▽問
題
も
一晒
鴨書
し

理
学
部
長
に
長
谷
川
教
授

棄
切
る
か
人
員
整
理
問
題

華

鹿
会
は
轟谷
川
(地

大

物
)、
解
谷
(数)
、
於
井

京

侵
(数
)
の
豊

を
饗

"入
万
円
何
処

へ

誕工
事

既
報
11新
製
爪大
宇治
分
按

の
建
澱
工礁
は
そ
の隈
着
々

進
展
、
ずで
に
鴫
等
の
節

一胃期
工
購杏
な
か
ば完
r
し

で
新
入生
千
五
百
名の
攻
容

」面
昨
年九
月

周

を
廻
る
背
信
事
件
?

補
に
決定
、
}般
段頭
に
締
いて
・
三

時
か
らの
教
授
会
で長
谷
川
敬授
に
決

冠
した
、
理
掌
部人
員
整
理
の寓
筒
好

縛
も
あり
、
掌
部掌
生
自
治会
も
人
き

な
霜望
を
か
け
て
い
る

長
谷
川
敦
授験

ま
だ辞
令
か
出

た
わ
σで
は
な
いが
、
理学
部
長
に
な

～
κ亡い
う
こ
こ♂
り
もへ
束
メ
の
重

h皇4隻 邑4旧M一 幽一 一 〇hO一 儀 一4h鼻 一伽 麟一 亀 心一臨 り

宴
な職
に
就
いた
こい
うこ
と
に
圃任

を感
し
る
、
と
くに
綜合
大
掌
の
一組

織
と
し
て
や
つて
行
きた
い
、
事
務周

との
関
係
に
つい
て
も何
か
対
立的
感

僑
を
持
つ
の
では
な
くで
罵
各
学
部の

た
の
で吉
田
分
校
側潮
委
蹟
ぽ十
九
日

.の敢
官
会
議
で辞
意
を
表
明、
新
委
員

の錠
衛
為
依
頼し
た

学
生
側
と
して
常
任
委
員会
は
新規
補

獅
委
齢
に
勿田
数
授
他
七名
の
要望
惑

を
掌
驚

へ提
出
した

ヴ

昊宇治分校

11印

2

田

筑

麟

2

バ

』
り
痘

琶

ー 聯
㎜.縄

顯
欝

鞍
繍
ア尉
鍵
鶴
謬

甥

獅
の
二
磐

謬
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全
國
初
の
入
試

る
と
も、
ナ

ハ
万
K
W
時
六
百
四
±

一万
一
の
第 大

從
聚
私
入
の
入
試
は
官
立
の
後

同

と
決
つ
て
い
曳
か
、
新
制
同
ぺ

で
は
そ
の
慣
例
を
破

・,
て
「
+
五
年
竪

次
入
試
を

十

。
腫
の
両
日

i

π
ノ一な
えて
い
る
が、

竣
τ
し
た同
教
鵬
板塀
工
事
斉
廻
つて

地
元
ゴ
建会
砒
と
下講
業
喬
と
の間
π

背
儲
事
件
をか
も
し、
町
民
に
括題
を

提
供
し
て
い
る

一ず
な
わ
ち、
酬
記
板塀
r　事
ば
砂ー
万

円
で
共
立
土建
株
式会
肚
か
講
負
⊃声

も
の
の
、同
砒
に
頗接
工
事
能
わの
な

羅
離
選

西部●中部

藻

製
袋
菱

た
く
な
いか
ら

 人
螢
贅
埋
でも
全
掌
的問
題
と
疋て
句

ら
掌
部
で
その
特
異事
情
奇
心
配し
た

濁
、
舞
ね
し
た
乎

るこ
と
のな
い

よ
う
淀
した
いと
思
つ

一霧

孕
あ
夕
著
え私
自
家
莚

聞新日朝

ご
一者
協
議
会

へ

萸東 ・二勺阪

注目
の
数
授、
学
王懇麟
会

大

京人
吉
田
分校
自
治
会で
は
、

幣

馨
鶴
の
申
・
・れ
に
・

 新
7ー十
九
日午
後
同
校
新徳
館
で

捕
導
委
員
、
学
生掛
、
自
冶委
話
三
者

の
耀
談
a
身開
い
プ
、
これ
は
摯
校行

政
に
関
ず
る竃
「側
の恵
見
を
嚴
/、求

める
と
と
もに
、
教
授と
葦
「と
の親

ほ
く
弄
深
めよ
う
と
いう
も
の
ぐ、
席

上
補
簿
委
員側
3
D、
理
字
部
党塗
の

羅
望
に
よ
る穿
位
制袈
覧
決
定
に関
ず

る
ド
　
　
ポ
の
　お
へ　
ニ　
お
　

【鍵
藩
難

れ
と類
似
の
問題
に
つ
いて
も
以
後
十

分
意見
を
の
べら
れκ
い旨
希
望
か
あ

り、
学
生
測
か
らも
、
体
而授
業
、
外

國詰
An併
授
業等
に
つ
いて
活
溌
な希

望
か出
、
観
談僅
に
閉
会し
π
ひ
今後

も頻
繁
に
同梓
形
式
の会
0.持
た
れ
る

もの
ぐ思
われ
二
看
協議
会
へ
の
第
}

ル
しし
て
幽般
から
荘目
み
れ
て
い
る

その
ム
就
か葺

れr
h
奇

私
こ
そ
適
任
者

。昊

署
食
堂
婁
職

四月
か
畠曇
薩
ず
6
新
制京
大
牢
治分

一校
の
建
融地
、
夷
宇
治
町C
は
お
よ尾

茄騨
鹸
矯
難
罐

同町
に
漢
か
ぜう
れ
る
よう
希
望
して

}い
る
か、
モな
食
寛
経営
者
の
決
守能

を
も購
養学
長
か
ら
依
頼ざ
れ
たと
い

われ
、
ガ
=
に適
任
番
を物
色
甲
ごあ

る、

本
本校
内
r
食堂
を
経皿宮ず
6

'
いと
こ
ろか
ら
、
侍ら
に
同
留
饗

∫
湧
㎜同
組倉

.レめ四
馨

から
も

田
氏
を
通し
地
兀の下
講
業
者
江
ロ綿
㎜
「物
僻
の
高い
索
宇
治で
も
っ
とも
蜜

疏慕
笠
鍵
欝
醗
駐器
豪
鱒
豚脚篶
髪

ち
共
コ士
建
株
式会
戯
は
約
束の

部
ゲ
ン
な
0や
こ
子
」
とば
か
り
ど
つと

奮

組
に
交
携い
は
藷

八乃
望

申
込
み
かあ
。
・
馨

局
をヒ
ま
ど

わ
せ
ザU
るが
、
はt
し
て
この
婁

職
?
、
ず
れ
に凱
鍬
かあ
か
るか

叫
を蓑
携
の
凛
烹解
敵
、
買任
琶
笹
谷

氏
は行
方
下
明と
な
つ
た
もの
e
、
質

口
組献
長
江
口氏
は
残
額
を講
求
ず
る
「

断
かな
い
の
で、
同
工
職
を軟
旋
-そ

涌田
助
役
に交
渉
し
て
い
るが
相
予
に

され
ず
、
契約
か
ロ
頑
でな
さ
れ
たと

こ
ろか
ら
演擬
人
に
終
るの
で
は
な
い

雛謹
灘
嚢
饗
鉦

の前
砒
長
とも
、
環
砒
長と
も
い
われ

ま

ま
ヨ
　　ニのヨき
ままロおま
コヨ
ココほ　ヌ
ロま
コ

学

園

評

論

3
●一=
一〇一一一=
一=
一一曹一響噸一一3
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赤

毛

布
渡

航

喫
政
六
年
十
一月
、
外國
奉
行
新見
正

翼
の
一行
は帆
船
戌
臨丸
で
太
奉
窪を

五十
数
日
も
費し
て
横断
、
通
商條
約

耕
遙
交
換
の
た
め、
米國
に
わ
た
り凍

した
・
こ
の
こ
とは
日
本人
が
は
じ
め

てし
か
も
日
本人
だ
け
で太
李
注
を橘

断
した
と
い
うこ
と
と
、鴻
外
渡
縦
の

禁
が正
式
に
は解
か
れ
な
か
つた
とし

て
も、
巽
臓
上
意義
を
失
な
つた
こい

う
爲盈
の
意
味
℃特
箪
され
烹
ず
◎
そ

の
一行
の
髄
融
の
叩r
曜沢
鍮
百
がお

り
湘
その
見
聞し
た
と
こる
が
彼
の交

明開
化
諭
の
基礎
に
な
つた
と
い
うこ

と
は周
知
のこ
と
で
ず
が、
そ
の
年の

十
月吉
田
盤蔭
か頼
三
欄三
郎
、
橋本

左内
な
ど
の
志士
ζと
もに
処
刑
され

た
のは
皮
肉
なこ
と
で
すし
、
松
蔭
か

ア
メ
リカ
へ
密航
を
企て
た
の
は
そ
の

五
年前
の
安
政
元年
の
三月
で
あ
り、

井
段
瞠弼
が
櫻田
門
外
で昭
殺
さ
れた

万
妊
元年
=一月
はそ
の
翌年
の
ζ
と、

新
見
正興
の
}行
か
ま
だ帰
朝
し
な
い

間
で
あ
つた
の
はさ
ら
に皮
肉
な
こ
と

が
ら
です
。

艘
國と
い
う
こと
が
ど
んな
π
愚
か

し
い
こ
とで
あ
つた
か
、わ
れ
く
は

日
本
歴史
を
掌
ぶに
当
つて
い
や
と
言

う
ほ
ど知
ら
さ
れて
衆
まし
た
。
に
も

か
」わ
ら
ず
、國
変
を断
絶
す
る
ば
か

り
でな
～、、「バ
クツ
」
⊂書う
欝
麗
を

ど
う
し
て
日本
詰
で
欝
い環
わ
そ
う

か
苦
心し
た
あの
英
繭
便
用禁
止
の
コ

ツ
ク
ィな
時
期は
、や
は0
.悲し
い
鱈

國
だ
つた
と
思わ
ざ
る
を
得
まぜ
ん
。

大
和民
族
の
選民
意
臓
も
即幹
都
ぺ
路

を
櫻
かざ
し
てね
り
歩
く
人宮
人
の
存

在
を知
ら
ぬ
哀
れな
田
會者
根
性
で
あ

り
まし
た
。
し
かし
幸
か
孫幸
か
涌
躍

糎
頭
の砲
声
に代
る轟
ロ
シ
マ上
室
の

原
子爆
顧
の
炸烈
に
よ
つ
て、
あ
れ
か

ら
九
十年
た
つた
現
在
、今
度
も
ア
メ

リ
カ
の力
で
日本
人
が
世界
甲の
大
へ

ん
な
田舎
者
で
ある
こ
と
を敏
え
て
も

ら
つ
たの
で
す。

井
の甲
の
蛙
か大
湛
を
難
つた

い̀

ら
こと
に
な
つた
の
で
す
か、
そ
ろ濠

つに
以上
、
心
あ
る人
が
赤
毛缶
を
蔽

る被
らぬ
は
と
も
かく
都
見
物に
行
こ

う
と
すち
の
を
↓
物好
き
な、
ま
た
田

舎
看
根性
を
丸
出
しに
し
て
」と
ゼ
Σ

ら
笑
つた
り
ず
る
のは
そ
れ
こそ
田
茜

者
根
性
と欝
う
も
ので
し
よ
う。
む
し

る
わ
れく

は
自分
た
ち
が都
見
物
、7田

行
け
な/、と
も
、熱
心
な
有志
の
人
々

示
ど
うか
ス
ト
ラ
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も
故

臓
な
どせ
ず
に
一刻
も
皐
く簸
事
て
プ

ロ
ー
ドウ
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れ
るよ
(
所

る
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あ
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まし
よ
う
。

し
かし
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と
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つて
も
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認
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やた
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い
∂
う

で
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から
、
や
は
り映
画
の女
優
さ
ん

や
水泳
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の
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手箔
碧
よ
0
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も
つ

と
当
薗
わ
か國
の
人切
な
仕
事
をさ
れ

る國
会
議鋭
や
、
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の
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先
生
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に
ま
ず行
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望
文
必要
が
あ

るよ
う
でず
。
そ
う書
え
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ヒ

日
の
朝
日新
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に
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画
の
女

優
さ
ん
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米
し
ても
向
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の新
聞
は
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萄
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殺
し
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何
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在
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つ

て
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した
が
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では
新
聞
は

じ
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あ
んな
r
大
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し
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と
お

か
し
く
思い
ま
ず。
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れ
に引
き
か
え

南
凍
奥大
梅
長
の
こと
は
ず
い分
向
う

の
新
聞も
大
き
ー、取扱
つ
t
そう
で
ず

が
、
や
はり
大
掌総
長
と
なれ
ば
、
第

「π
見
掌r
行
く
べき
人
だ
こ向
う
の
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だ
ち
も思
う
の
でし
よ
う凹。
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簗
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築
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生
活
π
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と
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カ
な
く
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つ
て
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の
よ
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な

掌
生
肉
括
の
鷹
味
凌
味
わ
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機
会
か
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で
な
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か
ん
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ね
。
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学
生
買
動
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せ
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純

翼
だ
か
批
刮
力
に
欠
け
て
る
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に
崔
面
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な

も
の
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か
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だ
。
同
時
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無
関
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工
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書
か
多

の

と
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う
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も
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2
の
た
め
急

進
分
子
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全
部
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h
る
か

の
ご
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え
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わ
け
た
。
ど
の
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崎
性
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無
関
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の
超
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必
要
な

ん
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京
都
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京
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＼
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傭
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ら
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そ
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惰
勢
か悪
い
の
て難
し
い
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た
ひ

新
制
高校
二
年
寄纏
頭
に
汽人
の
子

供
を
も
つ翼
親
、永
田
肖
難
笥長
ー

今
鳳警
察
定
部長
と名
前
も変
った

か
、
むし
ろ
五
●
「八
、
六
」
∴を

繹
瞼し
た学
生
にと
つて
は
この
呼

〃

一木

一草
皆
有
情
な
リ

名
の
方が
何
か身
近
?
な
もの
を
感
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させ
るの
で
はあ
る
ま
いか
ー
の

学
生観
で
あ
る℃そ
して
さ
ら
に「ほ

ー
みた
い
な
もの
で
は子
供
を
下
宿

さ
せて
ま
で遊
掌
さ
せ
るた
け
の
経

済的
余
力
は
あり
ま
せん
」
と
身
の

苦し
さ
を
も
つけ
加え
る。

だ
か問
題
は永
田
氏
の下
し
た
}つ

の壁
ー
砒
会
駄
鯵
か
ら
始
濠
る
の

が
言
十
代
ゑ
一十
代
の
罐
t
る
瓜

代
の
菩を
生
む
もの
5
あ
り、
ま
た

昨
年
の
津

の粛
因
と
な
つた
の
か

も知
れな
い
。彼
は
へ,年
着十
「
歳

一月
一日
与わ
π
ρう
丸
ノ々.い
う

わけ
「朝
に生
乙た
り
入閤
孤
吉
な

ん
π
か
惰し
い
こ
⊂に
夕
方
か
つ

た
一
と
い
つた
と
い
う
ニピ
ソ
ー
ド

は彼
永
田
氏
の性
格
を露
わ
し
て余

り
あ
る
。
い
＼た
いこと
を
い
わず

京
都
市
警

撃

れ
6「吉
田
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工」と
何
か
肌
のち

が
つ
たも
の
を
越
ぜさ
憧
ず
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冨お

か
な
い。
彼
か
人掌
猛掌
甲
河卜
博

士
の
経済
原
舗
を臓
味
を
も
つて
聞

い
た
Gいろ
の
も
}寸
皮
肉
な話
た
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講
続
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膨
お
け
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い
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あ
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ゆ
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。
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現
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短
所
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藷
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マ
ゆ
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∂
う
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僚
の
多
い
こ
の
機
関
運
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の
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し

に
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ド
ヴ
ア
イ
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ず
る
」
ご
と

〃
本
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も
あ
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に
彊
か
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を
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の
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つ
て
ゆ
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を
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⊂
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す
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、な
つて
い
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会
第
予
鋒
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、

本年
匿
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昨
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の
約
倍数
採
用
ず
る

も
のと
傳
え
られ
て
お
り、
そ
う
と
す
.

れは
本
年
匿
は旧
制
だけ
で
約
四
、
五

自名
を
新
規搬
用
ず
るこ
と
に
な
る

☆
サ
ンデ
ー
ス
ク
ール
を
開
講☆

大
案
大
党生
交化
指
導
餅
では
甲

棄
学
∫
年
よ
0高
校
三
年
凍で
、

お
よ
び高
校
卒
業生
徒
凌
対
象と
ず
る

ア
ル
バイ
ト
とし
て
「漿
大サ
ンデ
ー

ス
ク
ール
」
を
一月
十
五
日よ
り
三
月

十
九
日ま
で
侮
日曜
日
法
文経
敢
室
で

開
く
こ
と
に
な
つ
π、
授
業潤
は
三

寓

亀 一4轄 一

裂
だ
。
そ
れ
を二
歩
出
るか
出
な
い
か

世
の
甲が
落
著

いて
生.活
も
樂

乙
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猛
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う
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隆
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混
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学
生
の
読
藷熟
は
か
え
つてべ
つ
て
い

るよ
う
に
も見
え
る
▼教
科
醤
以
外
は

す
っか
のち
れ
な
く
な
つた
本
屋
の話

だ
け
か
う剣
断
ず
る
の
は無
哩
か
も知

顎
購
欝
選
讐
灘
統

}
う
な
隈
も
の
よ
り
は文
讐

秋
藁

椙
の
よ
う
kね
こ
ろ
んで
読
め
る
もの

,ロ
に
と
び
つく
よ
う
に
な
つた
▼
苧
冷食

71

つた
り璽
隊
服
を
きて
い
る
も
のは
う

ロ
ん
と
少
くな
り
、
飲屋
の
〃のれ
ん
"

=
を
く
茎
た
晩

映陰

行く
圓
数

　7
は
、ゆえ、
野
球
や
ス
キー
等
季節
々々

}
の
ス
ポー
ツ
も
賂ん
ζ
な
つ
て
きた
が

7
だ
んた
ん
現
巽
の
世
椙
か
ら目
を
そ

}
む
けて
ゆ
ζ
り
とず
る
嵩

に毫

▼
.

政
治
に鏡
い
璽
覚
をも
つ
て反
政
府
蓮

,陶層、
動
など
や
2
、
や
男
にお
い
て
丞

斎

離
鷺

講

罐
継
誕

出
ず
ガ
、
お
¢
な
し
ー
、し
て
ス
ポ
t
ッ

7一
窯
楚
ふ
け
や
詮

馨
て
盛

τ
少限
の
攣

し
て
謹

い
い
嘉

す/、よ
う
な発
嘗
を
ξ
れま
し
たし
、

通
のの
鏡
い
人で
ず
か
う、
漕
⊃と
ア

灘
川問
題
に関
L
て
も全
面
認
川を
主

ベ
リカ
を
見
掌さ
れ
て
・日
本
人
か界

張
さ
れ
、帰
つて
聚
られ
r
か
らも
そ
習
う
の
は
戸
メー2
カ
た
けで
は
不
+分

れ
を
張
調ざ
れ
一
いま
ず
。
き
つレ'人
だ
、
『
:
ロツ
ペ
は
もち
ろ
ん
想腺
各

営総
長
のよ
ら
な
立弧
、外
刀の見
し
坐
地
の
見
掌が
必
要
た
と考
え
ら
れサ
か

ら
れ
t
所
鷹濾ち
のぐ
し
仏う
(
fう

ウそう
先
日帰
朝
し
えば
か
り
の
反擾
ε
ら
で
し
ドαう
。
本
と
う
に南
原
総長
の

ん
ね
向
声き
お
価
聖
」萱
付
の勉
噸
し
湾
わ
れ
るよ
う
r
、
早ー、位
界
各國
と

て
張
た
`
言
つて
一衷ー
て
ね。冒て
ず
議
相
が
出
阪て
、
7
メ
ーーカ
だ
けで
な

か
ら
今匿
京
人
の馬
獲
終
長
や函
沢
鍮
/、ヨ
ー
ロ
ソペ
も
甲
國も
七
れ
に秘
摺

富星
山生
の始
め
られ
責
慶
願
蚕塾
大
掌
の
國
と
菖わ
れ
⇔
、・蓮
へも
、
穴学
の

の
翻
田
遡長
な
ど
か渡
凍
さ
れ
漢ず
か
教
授
や
國会
議
爵
の
方
たけ
で
なく
、

必
ず
立汲
な
成
果
を上
砕
て
架
られ
る
女
膿
さ
んも
、
水
泳
の選
手
も学
生
も

r
鑑
い
ない
ご期
待出
來
る
のて
ず
。
日
本
人
のみ
ん
な
が
目由
に
行
け
るよ

そ
れ
己
,、r
も
南冥
諏
長
ρ何
故
あ
ろ
r
な
つた
あ
ど
ん
なに
い
いだ
ろ
う

ん
ち
に全
面
講
噸
瀧彊
調
ざ
れ
Oの
か
と
思
弓
ので
す
o

と
思
う
ので
ず
が、
南
負
輪良
は
あ
の

樂

し
く
"牧
野
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へ

新制京
大
体
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に
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を

人
掌
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一新

一制
大掌
の
休漢
は
あ
まり
詳興
か
よ

～〆、な
か
つた
か
、昨
秋
以
聚
勢山
や
奈

艮
へ
の
ハノ
キ
ング
、
衣
笠球
場
の
プ

ロ
野跡
見
物
簑、
な
か
な
かし
や
れ
た

こ
蓋
や

り
始
め、
七れそ
れ
正
科
ζ

こ
⊂出
席
時
間
ご/、り
入れ
ら
れ
て野

酔
を博
し
で
い
る

ヌ
キー
の
季節
が
訪
れ
ると
侍
志
を
っ

の
っで
十
力
、け
二
の
a躍
日
に
希望

肴を
っの
0牧
野
ス
キ
ー雛
へ
と
くり

出
し
た
、
丹波
交
通
の
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バ
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を
一

万6
可
円
で貸
切
り
隔人
三
百
円で
定

員
五
十
名
、両
回
と
も晒
受
の
駈況
で

七の
日
に
や
つて
き
て強
引
に
粟込
む

心臓
マ
ン
も
」
る

r日
ア馬な村
卜
教
官
つき
非
いの
も

と
ド
八
時吉
田
ガ
校
を吊
発
、大
津
に

出
て
淡
肉
た
る風
元
をな
か
め
なが
ら

遜
艶
湖
西岸
を
北
蚤す
るこ
一馬
「時

間
卜
時ず
ぎ
牧
野
ス
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場
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着
ざ
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を
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あ
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籔
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カ
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を罠
げ
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姿
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ま
も

あ
る
、さ
ず
か
下臨いは
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は
いな
い
か

多
檬
た萎
で
～
かも
掌
分
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が
初
心

番摺曇
一十
糎
、
ざす
か
人
掌
狂た
け
あ

つ
て初
心
看
も指
導
を
受
けず
ゼ
～
ん

ど
んず
ぺ
り
姶
め、
塁
太子
殿
下
な
ら

ず
とも
す
ば
らし
い
上
逡ぶ
0
て
、
午

薩
から
は
傾斜
の
急
な
ス
ロー
プ
の
方

へ
と進
出
して
ゆ
く
、
七掬
八
起
むて

雪
窄
るま
r
なり
、
日
小屋
に
か
げ込

ん
でし
る
こ
やう
ど
んを
か
き
込
む春

も
あれ
ば
、何
時
の
間
にや
ら
メ
ッ
チ

ェ
ンと
親し
く
な
つ
て
、ひ
や
か
さむ

てい
る
書、
角
幅
ス
キー
ヤ
i
癌
は
て

れそ
れ
の
ポー
ス
'6・繋し
い
　日
をず

こ
し
、八
蒔
間分
の
出
席
時聞
遊
か
ぜ

い
た
費
時吊
発
、
す
つか
0
つか
れ
て
、
服

や
靴
をぬ
ら
～ぐ
惣
さ
かた
ん
た
ん加

わ
り、
バ
ス
の
甲は
元氣
か
な
く
な
つ

た
か、
湖
岸
の大
鷲
と
いう
町
で
バ
ス

か
止ま
る
乙
、ど
こ
から
と
も
な
/サ

ーゼ
ス
・ガ
ール
か
ヌ々
κを
椿
.で

現わ
れ
、
全颪
宮

杯ず
コ提
供、
こ

れで
,函
珊㍗
Gり
も
どし
、
ふ
たた
ぴ

ピ
つぶ
り蕎
れ
て
し
豪
つた
瑚
岸を
バ

一
ヌ
r
ゆ
ら
れ
、
七
時
圭

q雰

建

門

朋
r
ゴ
;
ル
で
ン
し
た

カ
ス
片
は
バ
ス
今
、肚
か
町
の
酒
席

G
友

イ
ア
ッ
プ
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
ぐ
、
ご
れ

で
お
さ
ま
ら
ぬ
人
は
特
級
酒
で
も
、
境

ち
ゆ
う
で
も
…

…
早
の
閤
バ
ス
ゾ
お

寿
ち
ー
,ま
ず
と
マ

マ
キ
.
帰
の
ほ
ス
醇

バ
ス
ぐ
い
う
と
こ
づ
ん
か

、7か
砂
目
0.

な
い
、
♪

噛
一
十
日
r
パ
ス
を
一
台

饅
り
て

「
ス
マ
ー
の
時
蹄
」
を
決
行
ず

る
予
矩

(
M
記
者
)

6一

騙
欝
糞
侃鍵

と

つ
て
卒
墾
ず
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
管

「
年
ら
し
/
・な
い
掌
生
か
多
く
な
つ
て
も

編
集
権
の
自
由
を

本
融
、
公
認
学
内
團
体
へ

東
都
入学
新
聞
砒
は昭
¶
で十
一年
。轟

月
響
立さ
れ、
での
努
新
聞
究発
行
ず

るこ
と
百
万
十
七案

昨
年
一
月
よ

o
、
月
一回
四
貝制
葎
断
竹し
、'全
國

最
入
の掌
隼
新
聞と
し
て
現在
に
い
た

つ
た
が
一月
二十
二日
正
式
r独
立
の

泉
人
公溜
掌
内圏
偽
、qな
り、
同
蓼
一

同
横
取改
h
虻受
け
る
こ
とと
な
つ
た

な
お同
時
ζ
「董

の
目
茅的
粕
翻
の

精
伸
こ
副
り東
都
尺
掌の
掌
生
新朋
を

発
行
し
、.学
員
り
文
化些
活
た
回↓
し

学
醐
の
編喝
キ
図
る
玩目
的
パザ
る」

以
下
ゴ
十
一野
に
ー
る宏
m鷹
湖も
承

燦
窺

た

松
本
挙
生
課
長
談

掌
内團
惨
ア山

な
つ
7
かろ
⊂い
つで
躍
比
す
Oも
の

で
は
な
い、
礪
蚤
嬬の
自
由
㌧一肛現
に

　嬌
田
確
!渚
れ
て
い
る

㎜「
轟

人交
翠

遷

東
λ
交
篠

縣

り
.【.れ
て
、慧

心
も
みず

科
研
蛋
・
蕊

入
名
藩

塞

ほ
りし
.
な
ぞ
閉

讐
塗

そ

朗
(文学
細
寮ワ、庸
代
文
化
)
菱
一
く
る、
誰
た
つて
七
んな
に
な
りた
/、

月
・r八
日3
0

月目
几臼
簗
て毎
週
な
い
と
し
た
の、
も
ろ
}匿
わ
れく

藁

高
に
わ
ち
、
金

鎭
壷

の
窪

の禦

れ
て
い
譲
零

は

で
開
酵
す

な
、
誘
師

よ
観
見
僻
囎
助
教

一げ
し
ー
動
い
で
ゆ
/、
揖
界
の
檬
桐

を
も

畷
難

串
込
い本
臨
.。たは
分
郎
[難

鵬
め
る
兀籔
を
出
し
た
。ど

ア列ゴ撫 認認
世

界

は

動

く

 

激
動
す
る
世
界
情
勢
拳
完
至
に

把
握
す
る
に
は
日
刊
新
聞
だ
け

で
は
無
理
で
す
。

日
本
を
再

建
す
る
た
め
に
は
正
し
い
国
際

常
識
で
武
裏
す
る
こ
ど
で
す
。

本
紙
は
迅
東
な
報
迫
E
適
切
な

解
説
で
こ
の
複
雑
怪
奇
な
「
二

つ
の
世
界
丁
㌘政
治
、
経
済
、

交
π
、
科
学
孕
般
に
わ
た
つ
て

,解
剖
す
る
日
本
唯
一
の
國
際
報

消
専
門
の
週
刊
新
聞
で
す
。

・タ
ブ
ロイ
ド
型八
頁
・毎
月曜
発
行
・

定
仮
m円
お
田
込
は
各
穴
学
暦籍
部
・

●
店
・
新蘭
販
口
所
また
は
暉
穫ホ
肚
へ

聞新日朝

履

原
正
響

露

薩

欝

議
陛鶴

「

声敗

戦

の
彼

岸
に
あ
る
も
の

票
標
を
こ
え
て
進
め

ー
ゲ
ー
テー

欝
謹
臓
輝
彩
齢
舗
もの礎
楼
離
霧
籠

瓢
働灘

あ
る
も
のな
の
だ
ー
を
「考
え
る人
定
ち
に」
鰐
えよ
う
と
ず
る

曽

弘 文 堂
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テ
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集

ゲ
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テ
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集
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ム
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畔

シ
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蒔
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エ
ソ
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譲
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英
國
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会
史

日
本
戦
残
学
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の
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記
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ロ避
序版

灘
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欝

國
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と
い
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B
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紳
秘
か
ら
の
解
放

霊
峰
の
語
り
続
け
る
歴
史

瓜

…
∴

…
・・

あ
れ
は
定し
か
、
哀だ
田
日
扇変
の

段
階
の
こ
ろだ
つ
た
。亀
#
文
天の
脚

本
、
秋
元
際
の
濱
田
で
「富
士
の
地

質
」
と
いう
交
化
映圃
が
企
画
され
た

こ
と
が
あ
つた
。
あ
る地
質
学
種の
研

究
を
蔦礎
に
、
科
掌的
に
見
た竃
士
を

描
こ
う
とず
る
も
ので
、
竃
士
は
い
つ

まで
も
、
い漢
の
よう
な
形
冴維
持
し

潟
る
も
ので
は
な
い、
と
い
う科
掌
的

結
論
が
、蔑
井
の
脚本
の
精
夫て
も
あ

つた
。
こ
の脚
本
はむ
ろ
ん
、ひ
と
た

漢
り
も
なく
檜
閲
でけ
ら
れ
た。
癬
縫

旨
f
へ
の國
民
的儲
仰
遊
擢せ
るか
ら

で
あ
る。
そ
し
て改
削
さ
れ
ヒ映
キ
留

め
ら
れ
た映
画
「躍
士
の
地質
」
は
、

さ
す
が
に悪
い
熊晶
で
は
な
か
つた
が

せ
つか
くの
科
学
的階
紳
が、
十
分
つ

ら
ぬ
か
れな
い
ま
」に
、
國
民の
蹴
罐

寵
蹟
を
認
めた
も
のと
な
つ
てし
ま
っ

た
。こ
れ
は
M児
些
細
に晃
え
る瓢
件
で

あ
る
コし
か
し
その
本
質
にお
い
て
は、

繕
天
な
掴
刀の
力
で、
科
讐
地
動
睨」

を
含
定し
よ
う
ζ
し鴨
脚
の
名
にお
い

て
公
然
と殺
人
を
行
⊃た
カ
ト
リ
,ク

と
ル
ネ
,
サ
ン
ス
期
頭民
と
の
闘
い

と
、
変
らな
い
も
の
であ
る
。
ジ
署ル

ダ
ー
ノ
・プ
ル
;
ノー
や
ガ
リレ
オ
を

そ
の
ま
』に
し
て
はお
け
な
か
つた
鎚

組
な
非
人道
的
な
カト
リ
,
クと
玉
窟

士
の
碑
秘を
科
掌
から
防
ぐ
た
めに
、

∬

生

忠

夫

たと
え
は
異
を
投
獄し
た
天
墨制
橿

力ど
ど
こ
にち
が
い
が
ある
と
いえ
よ

うか
o
も
しち
が
い
を求
める
とず
れ

ば
、
四
百
年と
い
ろ歴
更
的
時
闇の
へ

た
た
り
で
あ
る。

し
か
し疑
いも
な
く、
こ
の
騰更
的

時
間
の
へだ
た
り
は
、ほ
く
た
ち
日本

人
に
と
つて
決
定
的
な意
味
を
も
つて

い
る。
こ
の
へだ
た
り
を、
猛
烈な
ス

ピ
ー
ド
でゼ
ロ
にし
て
おか
なけ
れ

ば
、
ず
C
に決
定
晒
な鰯
喚
り衛
一歩

をふ
み
たし
た
脚
界
史
0な
か
こ、
ほ

く
た
ち
H本
入
は
、
そ
の律
荏
を十
張

ず
る
に
尼
る何
ら
の
働き
を
も
一奮
」

と
は
で
きな
い
の
で
あ
る。

…
二
・:
・

ア
メ
リ
カの
本
土
諭雛
かは
げし
く

な
る
に
っ
れて
、
稟
京
の市
民
にと
つ

て
は
、
冨
士山
は
漢
こと
に
不
吉な
も

のに
変
つて
行
つ
た
。駿
河
縛
から
関

繋
へ入
る爆
薦

いつ
も
冨士
を

一つ
の
目
標に
し
て
い
るら
し
く思
わ

れ
、
ま
た
そう
層
報
され
、
費
は叩
塞

にそ
び
え、
夜
は
夜で
レ
ー
ダ
ー
の対

象
r
な
る
らし
い
と
いう
の
で
、電
廼

は
膚
が
だ
くも
丸
隔
け
や容
襲
死
の
一

里
塚
と
な
つた
の
で
あ
る●
ほ
くは
こ

のこ
ろ
ほ
ど、
露
踊
の
描威
が
地
にお

ち
た
時
代
を知
ら
な
い
●獲
士
は
「あ

い
つ」
に
な
つた
峨
あ
い
つは
動
かせ

な
いか
ら
な。幽冨
士
は
「余
計
も
の」

にな
つ
た円
余
計
な
も
のが
あ
り
やあ

が
る。」
死
を
前
に
し
だ
こ
の
市
民
の
畷倒

は
、さ
ず
が
の天
里
制
政
隔も
く
つ
が

え
し樽
な
か
つ苓
そし
て
こ
のこ
ろ
、

ふ
とぼ
く
は
窺付
い
た
のだ
か
、
もは

や
寓士
は
霊
姪
、は
な
ー、、
そ
れ
は
た

だ
の
「山
」に
し
か
やぎ
な
宝

し
か

も
那圃
な
山
に
す
り
な
0
下
つ
て
い

て
、か
つて
亀井
'ち
か、
國
民
の間

箋
絹
捲
談
墨

を
爆撃
かみ
ごと
r繋
して
く
れ
五
の

皿で
あつ
た壌
こ
れ
は
た
し
か
に
大
き

}い
}と
ほ
く
は思
った
。な
ぜ
な
ら
現

人
神天
昌
の
梱
戯を
と
り
まく
数
々
の

棘
秘的
迷
僑
のな
か
で
、冨
士
は
も
つ

と
も民
衆
的
な力
冴
も
つて
お
り
、全

國
にあ
る
自
塾
岬
「山
の神
」
信
仰
の

一つの
結
節
点
か、
烹
ぎ
れも
な
く冨

士
であ
る
、
と
かね
て
ほ
くは
帽
し
て

,
い
たか
ら
て
あ
る。
冨
士
がた
"
の
山

に返
るこ
と
、そ
れ
は
庚衆
の
騨
か
円

腱史
飽
に
痛
れ
るこ
と
て
ある
、
そう

一ほく
は
慣
じ
て
いた
か
ら
であ
る
。

…
:
三
…
・

「フジ
ヤ
マ
の飛
魚
i
古
儲
」
と
い

う薪
蘭
記
購
を見
た
と
實に
、
ほ
く
は

全く
は
げ
し
いシ
冒,
クで
胃
く
な
つ

一た。
そ
し
て
やが
て
はげ
し
い
怒
0で

体か
ふ
る
えた
。
ア
メ
リカ
人
が
古橋

を何
と
よ
ほ
うが
自
由
eあ
る
。
フジ

ヤ
マと
ゲ
イ
シ
ャと
ー

いぜ
ん
とし

てそ
れ
い
が
いに
は
欧
米人
「般
の興

味
をひ
く
朝め
か
な
ー、、ま
た
十
年
}

日
のよ
う
に
それ
れ
ら
たけ
4ー観
光
冨

餌
の黄
料
に
便わ
れ
て
いだ
過
去
句実

績
から
、
ま
さか
「ゲ
イシ
ャ
の
チ」

古橋
と
も
い
えな
い
とず
れ
ば
「フジ

ヤ
マの
飛
魚
』と
い
う
衷
現は
適
切だ

つだ
か
も
知
れぬ
。
し
かし
そ
れ
臆
ア

メ
リカ
國
内
で
の話
で
あ
るo
日
本
を

知
ら訟
民
衆
へ
の表
現
であ
る
。そ
れ

を何
も
凋
が
たが
つて
、日
本
の
声大

新聞
が
い
た
だく
必
要
はな
い
。
だら

し
のな
い
ウ
ィ
,ト
の
不尾
を
、
得
貞

と天
下
に
公
表す
る
必
翼は
な
お
さ
ら

な
いの
で
あ
る。

し
か
し
ほ
く
が質
に
胆
をた
て
た
の

は
、む
ろ
ん
そん
な
こ
とで
は
な
か
つ

た
。せ
つか
く
地
にお
ち
た露
遜
の
擢

戚
を、
古
橋
に
よ
って
勝
利の
快
畷
に

邸
おう
と
ず
る
日本
人
の
セ
ンチ
メ
ン

タ
リズ
ム
に
ふ
た
Xぴ
結
び
っけ
、
そ

こ
に
また
も
や
マギ
ー
シ
ュな
曜
惰
を

わ
きた
」せ
よう
と
ず
る
恥知
ら
ず
な
は
隣観
的
に
理解
さ
れ
た
で
あろ
う
・

翻

に対
し
て
禁
ふ
る
え
るほ
ど
窪
が
・
こ
毒
な
お華

の
窒
を
加
え

怒
り
を覚
え
た
ので
あ
る
。

それ
は
果
して
翼
識
鮒
な行
爲
で
あ
炉

一つ
た
のか
。
もし
そ
う
なら
日
本
の
新

聞
は、
民
圭
率義
に
対
して
完
全
獄敵

濾
を痢
町
近代
蕪

を
否足
し
、
日

}本
の艮
衆
を
野
蛮化
ず
るこ
と
し
か考

一そ

いな
い
煮
蓉

。
峯
も
し
無

δ
暴

ては
颪
美

鍋
の趨

が
軋
な
お
も
?
け
て
い
ヌ
λち
が
轟

}で
芒

く霊

宅

して
〆て
いろ
の

る
な
ら、
躍
士
の槽
腫
や
瀞秘
嘔
が
出

彊
ざ
れ
ると
實
は、
歴
史
的
にみ
て
こ

り
、
く
縄
望
附
な
、
か
つ
ヤ
ケ
な
文
化
現
象

ぼ
く
たち
は
そ
う
容易
に
、新
聞
や
ラ

ジ
ォ
で
踊り
は
し
な
い。
た
こえ
は
古

概
の
扱
い
「つ
e
判る
よ
う
な"
性
の

欠
除
を
、ど
う
し
て戦
筆
の苫
し
み
を

め
b
れ、
何
ら
かの
形
で
紳秘
的
墾
泌
一で
き
な
か
ろう
。
天皇
の
名
で、
一鍵

論
・童

か
れ、
右
賀
あ
し
壼

五
堕

の
・し
・れ、
け
ζ
はさ
楚

その
反
面
、民
衆
の
間
には
ひ
ど
・人
間
が
、ど
う
し
て
い凍
さ
ら大
皇
の

舗

麹

魑
策

饒

繋

晩
縣

調
瀟

輝

塘

そ
は
・屡
の
間
に萎

覧
鎧

血

來
よ
う
・
こむ
毒
し
て畢

濁

え
さ
せ
、そ
れ
、戸ゐ
顎
伶
四
年
卸脳

で
あ

ち

こ
と
し
よ
こ
う
知
、
と
、
支
配
6
級

の
こ
濠
か
し
と

刀
、
臓
げ
し
く
闘
ろ
年

一

葬
畷
魏
騒
ご

し
か
p
騨
兜
は
舘
駄
、
民
ヂ
の
用
覧
ぴ

[勝

.
て
し
デ
こ
と
脊
-山緑
ー
て
い
心
。

(騨
餉
駅
)

一

顯
助藤
鷺
解
墜
弗
甥
察
踊鳶
鴛
鐸
甑よ

行
す
ると
き
で
あ
る。
そ
して
そ
の
滝

「に
絡
いて
、
とう
て
い
轡舗
り代
弁
者
}

た
る賛
格
を
圭張
ず
る
わ
け
には
行
か
　味
で
、こ
と
し
の正
月
の
新
聞
に、
あ

な
いた
ろ
う
。世
諭
を
代
弁ず
る
に
は
【う
職
畢
のこ
う
と全
く
お
なじ
よ
う
に

あ
らゆ
る
問
題
を、
歴
史
的
に科
掌
鮒

に
検酎
し
う
る
知性
が
、
ずぐ
れ
た
敢

獅
の襲
ず
け
をも
つて
、
なヴ
れ
は
か

な
わ匁
か
ら
ご
あ
るo

:
…
四

・…

冨
士に
っい
て、
ほ
く
は
いま
三
つ

の
問魑
を
例
示し
た
。
寓
士
をめ
ぐ
る

と
れら
三
つの歴
塑
的
断
面
か、
い
う

ま
でも
な
く
日
本の
政
治
の反
映
で
あ

り
、同
時
に、日
本の
姦

の動
向
に
、

ひ
じ
よう
に
漂
いと
ζ
う
で
か
Σわ
り

あ
つて
い
る
こ
と
を、
お
そら
く
観
書D

復
活
し
と天
墾
と躍
士
を
荊
き含
せ
て

　の
糺
謹
は、
こ
とし
の
日
本
の思
隙
交

「化
か
・翻

や
ラジ
ォ
に
よ
つ奢

し

く
右
へ
ひ
つは
られ
るこ
と
の儲
号
で

あ
る
、
か
つて
新聞
界
の
大
先
題鈴
木

交
田
朗
が、
そ
の
「大
新
聞
論
」
にお

い
て
、
日本
の
新
聞
の右
實
化
は
、そ

の
天
昌
へ
の敵
慧
の挑
い方
に
よ
つて

は
か
れ
る
とい
つた
が、
そ
の
蔵
味
で

は
新
聞
自
身は
ず
で
に
立激
な
右
旋回

をと
げ
て
民衆
に
対
して
いる
。

ー

と
は
い
つて
もし
か
し
、
もう

昨
牛
ヒ
月
十
九
日
、

厚
生
女
掌
部
不
撚
用
問
題
と
端
を
発
し
こ
い
わ

4
ゼ
躯

事
仲

,
関
し
鴨
当
は

四
字
'
.々
停
写

処
分
r
附
し
た
が
竃
年

一
月
十
九
q
途
レ
そ
の
処
分
を
六
ケ
月
振

り
に
解
ヒ
ー
た
、
昨
年
八
月
初
旬
京
暇
、当
鳴

工
四

千
語
に
上

る
そ
の
理

田
酷
を
弊
表
、
本
紙
上
で
そ
の
大
要
を
粥
郵

し
κ
が
此
慶
処
分
解

♂
字
竪
て
あ
る
加
藤
、
愁
、岡

・両
君
ヒ
そ
の
間
の
ナ
訂
を
本
吐
に
寄
せ
た
の
C
、
こ
X
に
貴
崖
な
飛
制
と
し
て
以
下
に
掲
越
ゴ
る

　 　ご
処 分 学 生 の 手 記

明
快
敏
速
な
馴
断
力
を

昨
年
血月
、
日
本

のプ
学
を焼
民
地
化

し研
究
を破
響

る

國立
学
按
識
法
が

聚璽
院
を
愚劣
な
民

自藷

の
欄蓼

数

の嚢
力
の
下
に通
過

藝

加

藤

敏

之

■て見
途
り
カ月
十
九日
朝
隔
洛し
た
私

は
「梨大
病院
ヒ
曹富
四
百
名乱
入
、

松
岡
君
奪六
学
牛逮
捕さ
る
」
の悲
報
一

に
接
し
、
弼叢

を受
け
た。

れ
は
病
院民
兇
化
闘
箏
が決
兜
的段
階

に契
入
し、
一挙
に
して
寓
件
が全
國

一的
に
ま
で拡
大
し
た
こと
の
認
臓で
あ

力
への
讐

で
あ
つ
陀。
+
ん
円、

一図
婚
甜
鳴
に、
晒
智
台
Jr
緊'ら
ヒ
払

一経
肉

肇

へと
鎚

し病

茗

一の学
生
騒
君も
ま
パ
翼帽
凋
明
づ
冷
戴
　

な
る理
牲
と決
然
た
る四
い
の
沖
蔽
仕
一志
ノ巳く

}謡
詫

πこ
と
と
磐
・

・、U名
のβ
圭
各
君
の、
艇
叢

qの

.賃

ド
お

民
歪
畢
襲

ヂ
、璽
藩
誠
益
π
穐
慶
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「

万
わ
れ
く

の
力

か
不
十
分
だ
,
t
こ

め
た
。
こ
の
点
汽
3
ら
に
冠
.紅
ず
れ
ば

次
の
ー.点
に
あ
る
と
轡
う
。

つ
ワ
認
n
の
煕
血
と
場
か
次
々
と

虫
鮎
ー
舗

r
の
匹
化
か
余
り
r
急
激
で

あ
つ

'め
に

一霞
し
た
闘

い
の
方
跡

ノ
q
的

ρ
不
明
胆
と
は
り
、
金
掌
め
廠

」
本
に
統

}
し
な
か
⊃
た
ご

「
と

、
あ
り
、
も
う

↓
つ
は
私
雪
含
め
て

阿篠

糊
舗
凝
簸

旬鋸
難
勉

成
長
す
る
前
進

へ
の
意
欲

隈三

開
い
久
う

風
ノ
寧
距
P
.
㌦
ハ時
、
む

〔
γ
ぐ
rP㌧
3・
上
ほ
と
月
i.瀞
、・
停
㌢

肌
下
解

17
㌔
9
,

、
渡
'

。
何
か

"

4
た
炉
醸

,
・
部

卦
G
譜

琉
ヌ

〃
㌧
乱
し
し
・
、で

て

れ
"
4
砕
血

し
て
い
'
㌔

八
い
～
G
桝

、
ぐ
心
ろ
ゐ

襟

、
只
大
.11
91
山
〃
㌧
4

ψ
し

、"

τ

い
ろ

ロ
㌧
、
乙

・
イ
・
姦

ノ

か
。
ゆ♂
窮

し
/、と
い
ろ
株
明
い
'
誌

鷲
き
ほ
り
T
ぞ
儲

ノら
へ

う
飾

動

}脅
さ
邦
か
.
」㎞
弄
バ
い
。

一

r饗
舞

葬
麺
螺
曲雛
雛

罐
難

甕
舞
繹
畿
翫
勝
孫
醗
騨
濤
嬬
坐

驚

箋

雛

航難

難

一舞

熱

鑓

の嚴止な批判を求め。といゑ
が
囎

,

,

P

D
」

谷川徹≡三讐

戦 孚 と 平和

「私
は
政治
を
好
鼠

ぬ
。
常
にで
き
る
だ

け
政
冶
の畷
外
r
立

ち
た
い
吉
層
つて
い

る」
〔あと
が
ぎ
)

この
よ
う
く鳶
う
谷

川徹
=
氏
が
「世
界政
肝
置
動
」

に
つい
て
の
紹
介
およ
び
批判
を
こ

の
二百
員
尾
ら
ずの
小
朋
γにま
と

め
πo
ま
と
め
ると
書
つ
ても
こ
れ

は
昨四
九
年
七月
法
政
大
、東
大
お

よ
び熟
海
に
お
け
る夏
期
大学
の
三

つ
の耀
演
を
も
と
にし
た
もの
で
あ

る
o夏
期
大
掌
の露
曜
生
が対
象
で

あ
るか
ら
も
と
より
撃
的
ア
ルバ
イ

ト
で
はな
く
、
むし
ろ
紹介
の
面
に

お
いて
よ
り
絆
しく
、
葵
の
面
に

お
い
てよ
り
粗
い。
嵐
蓮

冨に
の

み
も
とず
か
ぬ
疑
点も
少
く
な
い。

働
扁諭
交
「職
撃
と革
和
」
に
お
い

て
は
、永
還
の
奉
和を
世
界
にも
た

ら
ず
躍動
と
し
て
、M
。R
●
Aや

ユネ
ス
コな
ど
■璽
押憧
勘
の
不晃
全

監
、
任
嵐法
帽珊で
あ
る國
際
法
の立

弱
に
立
ち圭
権
の
制隈
に
ま
で至
ら

ぬ
國
際
奨
口の
無
力
凌正
し
/、揃
摘

し
、
交
セ近
代
科
掌、
搾
価
か
予告

ず
◎ご
と
く、
つ
い
には
人
類
03破

滅
を
意
肱ず
る
職
畢
への
絶
対
の不

信
か
ら
、
「李
和
の
ため
の
職
い
」

や共
塵
イ義
菟
命
に
よ
る軍
和
の確

保が
自
R茅
層
に
す
ぎ
ない
こ
と
を

論
じ
つつ
、世
界
醸
府
によ
る
革
和

擁盟■の
餐
当往
を
瞼
証
す
るo
こ
こ

では
爵
も
覆
団的
な
批
興や
藷
狽か

な
され
る
。

晒
二齢
交
「世界
破
鰐
逡動
と堪
界

憲
法」
で
は
、第
一諭
交
の齢
証
の

素
材
と
な
っ
て
い
る
エ
メ
リ
ー

・
リ

ー
ヴ
ス
の

「
李
和
の
解
剖
」
ー

「世

界
連
邦政
吋
の
た
めの
媒

動
}

結
肱
の契
機
と
獄
つ九
ー

'.}カ
ゴ

大
学
名誉
総
長
ロ
パー
ト
・
ハ
,チ

ン
ズ
ら十
二名
の
米鰐
明
人文
軒
掌

者
に
よ
る
「世
界
憲
法
シ
カゴ
葭

五年
、
カ
ン七
十
二歳
の
著
傾
)
を

その
時
聞
四思
坦
的
ズ
レ存
捨
象
し

つ
＼第
二舗
文
の
諸
買料
、
藷
出箕

に照
ら
t
て解
己
ず
る。

そ
の
解
浸
な
ー
、ー
て
は
世
界
陶
久
挙

和
の
あ
り
潟
な
い
二
つ
の
♪
、問
艶
と

し
て
、
労
動
問
題
、
椿
民
地
問
典

案
」、同蓮
動
り
文痔
者
〆
イ
ンシ
ュ
人梱
問
題
泥
あげ
な
ψら、
李
囎
を

タ
イ
ン
と
ソ連
四
物理
掌
甫と
の
諭

脅
かす
も
の
を、
併
立的
な
ギ
描
囲

〃

〃

〃

政
治
嫌
い 〃

の
関
心

「精
瀞
ε
原
理
しの
理
解
に

串
↓
付衡π擢
勘
一ルク
セ
ンプ
ア置

冒
↓
シ
カゴ
委
賃会
」
を
暁遇
し
た

ラ
イ
ン
ホ
ルド
●ニ
ーバ
ー
の
批判

な
ど
噸

それ
ぐ

かな
り
驕

に

わ
た
つて
紹介
し
て
い
る。

薩
の
対
立相
列
と
のみ
解
し
、
む

しろ
階
閥的
な階
綴
間の
対
立
、
正

確
に
は
麗吏
的
に
新
しき
も
の
と
古

き
も
の
と
の対
立
℃
あ
るこ
と
を顧

弔な
い
籔
霜
は、
つい
に労
融周
劇
に

願
三
論
交
「華
和
の
理惣
と
カ
ン
ト
は
一鴛
も触
れ
る
こ
と
をし
な
い。

の
煙
久
卒
和齢
」
では
、
何
人
も名
世
界
政
時潔
動
を
非醸
治
的
政
治贈

離
民
知
つ
てい
る
が
ほと
ん
ど
観
ま
動と
理
解
し、
交
化
の
一形
顧
にす

な
い
古
典
「値
久
李
和論
k
}七九
ぎ
な
い
政治
加残
余
の文
化
-ー
塾

`

コ

　O

備
、科
孕
、
寮敢
縛
1
の優
位
に

立
つ今
日
在
不館
㍉
」あ
る
ハ故
帆

蔽

しな
け
れば
な
ら
な
い
とす
る

「知蝕
人
」
谷
川
鼠匠
ず
れば
当
然

の
こ
と
な
か
ら
、
そ
の
精
果
と
)

て
、準
和
方
式
とし
で
き
わ
めて
瞼

阻
は
道
死ル
まね
は
な
っな
い世
界

政
府還
動
も
「翼
に必
廼
な
こと
は

司
能
」あ
る
。」とず
る
超
越
的な
カ

ン
ト
的
原理
に
希盟
を
つ
な
がざ
る

を
硝
な'、な
る
o

そ
れ
にも
か
、
わら
ず
こ
な
され
た

寅
料
と礫
祠
に
観濠
れ
た
よ
うな
梁

い
薄
は
、
と
くに
「政
治繭
い
」

の
人
の々
敵
会
的関
心
を
噴起
し
、

磯
野
をひ
ろ
げ
る
に婬
コ
の小
諭
簾

た
る
にそ
む
かず
、
こ
の
η動
を
氏

の
ごと
ー・「繍
と
原
理
」
にお
い

て
理解
し
よ
う
とす
る
人
寂、
と
も

に
こ
の園
の
大
多数
を
占
め
る人
々

の
璃
舶
な
醗
を
ず
」
め
た
い。

(鱒
昇霞
店
刊
●
一三
〇門
)(F
)

"
カ
ット
は
川
瑚彌
之
助
画
伯

い 響7ワ ¶「7冒 ℃ワ1℃7-℃
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宥
月
ト
へ
d
私
幽
L
め
四
各

岬
挾
い

一
二
榊
の
和
壇
臼
の
房
r
々
げ
γ》
・
れ

～

一阿
を
甲
慢

≠
内
外
の
ノ
ア
シ
ス
ト
か

実
に
㎜
醜

吾
ぼ
り
に
さ
れ
た
の
は
何

取
か
。
病
』

k
病
を
冶
ず
と
こ
ろ
.
・あ

松

岡

健

一

り
48
か
ら
多

め
砒

ハ[
病

▲の
"

、

り"
あ
つ
ズ
。
屑
い
谷
P

の
r

ち

レ

酔

で

し
ら
ず
こ

亡
畠

・
ノ
・
触

の
き

一着
捗
む
襲
い
し
す
ハ
乙

拭
'
ち
c
土
い

騨
魏
駕
繊
伽麓
旦

}ー
、し
み
と
な
つ
て
拓
喧

わ
、
否

'

ヒ

　

不
蝋
用
ん
よ
り
爆
琵
し
λ
。
ジ
ー
.て
二

白
八
鴨
聞
の
ハ
ン
ス
ト
一㌧
チ

リ
快

の
な
　
め
ざ
ぜ
り
の
た
ロ
に
レ
い

ゴノニ

添

の
雪

扱
い漉

。潤

く

一や
し
渥
在
流
し

ー
姿

刃

》

覧
h
め

さ
ぜ
た
。
そ
の
反
響
は
以
外
ド
程
、冑
か

霧
懲
灘
鍵 ・

ー
な

一浄
、
H
宏
h
族
っ
人
働

奴
リ
リ
、よ
≧

の
怒
り
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ζ
そ
ノ
ア
シ
.

ス
ト
を
し
て
譲

さ
せ
そ
の
わ
費
露
量

せ
し
め
た
の

㌔あ
る
。

一[

直
労
r
充
ち
恥μ後
単
は
薄
斗
の
中
に

経
り
を

う
ン㌧

。
ノ
わ
は
争

・の
津
主

娼
君
の
同
穂
を
切
日
ほ
な

.
'
。
飼

ノ

職
線
を
ザ
σ
め
、
畷
動
塊
乃

篭
-
で

斉
ー
り
瑠
の
願
㌦
μ
え
し
め
.～こ

r「,淋
コ

尽

ら
ち
と
に
曽

ず
勤

ノ

多

の

　一

4
F

輌
君
に

お
2

U
づ

'り
も
の
て
奇

う
.

　

δ
罪
り
坂
勢
桟
無
舷
に
£
楓
し
ご
荷

【

ノ

は

螂
は
必
く
的
と
な
,
・て
鰍
た
。
伸蹟

那

鋤

ノ
緋
し
い
曙
肖

月
っ
れ
く
い
・、時

獄
麟
-
あ
つ
ブ
斌

ハ
の
召
励
・
麟
あ
、

こ
れ

か
b
娼

P

ー
と
沖
煮
搾
も

ご

自
h
の
,
も

〆
}た

柴
し
い
可
軽

磁

欲

μ
も
え
な
か

つ
、
処
倉
解
冴

㌣
力

し
で
下

⊂
コ
た
方
々
r
深

」
略
蹴
喬
鉢

げ
る
。

[穆襲
醗
謎
濫
鰹

嶋
し
入
れ
、
趣
に
は
六

・
三
聡
件
の
飼

礁
に
果
リ
ヒ
げ
る
結
果
と
な
つ
て
し
噸

}

フ
㌔

て
し
て
こ
の
蓋
嵐
に
立
つ
わ
れ

わ
れ
7
対
し
、
更
動
勢
力
は
あ
ら
ゆ
る

恥
,
盛
鴨
卑
動

M
ー
て
鰯
扇
攻
験
序
あ

び

た
の
菟

く
,当
時
の
激
製
に
し
て
占
難
ド
価
ち

セ
調

、
を
圃
想
ズ
る
と

〆
、
私
は
人
渚

一

}

な
均
件
を
も
2
て
こ
の
闘
い
r
参
加
さ

れ

多
'・
の
入
肉
、
と
く
に
観
優
設
C

一-
頑
甲
坦ー
一q
動
誓
と
も
r
貫
れ
ブ
学
生
譜

贈

対
に

わ
れ
ー

の
木
萎

と
些

」劣
さの
た
め翼
に
闘
いを
勝
利
せし
め

るこ
と
が出
鰹
な
か
った
こ
と
を申
酬

なー恵
う。

し
か
し、
ζ
の
激し
い
闘
い
の
中で

わ
れ
く

はま
た
と
な
い貴
重
な体
験

を碍
苓
そ
の
甲
の騒
大
の
も
の
は、

澤
機
鴛
を峯

し
、新
し
い
も
のを

劇
療
す
るこ
と
が
い
かに
困
難
な臨
藁

で
あ
る
かで
あ
り
、
そし
て
職
た苦
甦

知
性
な
き
犬
和
撫
子

大
映
「白
蛾
先
生と
子
供逡
」

ヒ
ュー
マ
[ズ
ム
と
ゼン
チ
メ
ンタ

リズ
ム
臓
時
rよ
つ
ては
非
隔
r陪〔近

ず
る糠
に
見
られ
、
そ
のた
め
r
岡轡

の限
界
は
鮎妙
な
も
の
を
歪

」と
か

あ
るか
、
こ
の膜
画
な
どそ
う
児
られ

て
も忙
方
小な
い映
圃
.・あ
る
。最
優

の
シー
ン
ご
解職
を
酔
翼
した
臼
桝先

生こ
と
雨
宮加
代
チ
(原節
チ
)
が、

受
持生
徒
の
涙な
が
ら
の"
願
に
つ
い

に辞
巌
旨
撒
回ダ
る
と
ζう
か
あ
る
が

篇
建
団いの甲で暴

体農
モ
れな。窺
な藩
のため石
本

一鴇
昭
疑

購
紡
繍

蝉
競
鋳

鍵

剛触層蟹
翫

に掴
固
な
意志
と
明
快
にし
て
敏遮
な

判断
力
、
決断
力
を
必
婁と
ず
る
かと

いう
ζ
と
た。

停学
早
柳解
除
の
た
め稠
4奔
走
さ

遷

三
L
一ξ

爵
…
,一鶴垂

匡
ξ
"一一冨ξ

三
蜜
一一一三
三
言

=一一ξ
一旨三

三
…ξ

呈
葡3
一ぎ

言
ξ

毫
茎
毒

冒嘩一一§
豆
三
一ミ
三
ξ
曇
一三
ξ三
冒三
ξ
垂

ξ

艶
=ξ

茎̀

…
垂
ξ

三
一三
ぎ
三
雷
三ξ

釜
一ξ
三
葦

ξ
ξ
一轟

毛
ξ

口釜

奮

歴
冨
雪

ぎ

言
ξ
曇

ξ
象

ξ

姦
ξ

蚤

ξ

辱

響
さ

ξ
唾
ξ

蚤

ξ

塁
番

言

f
三
量

重

重
誓

電5

垂
署

看
■
書
事
亀ξ

妻

ぎ
警

ξ
琶
三
罫
豪

ξ
悪
ξ

昏
量
一一一辱
ξ

警
=一毒

茎
匿

璽
璽
愚
ξ

巻

己

亡き夫を憶う
秀

河
上
の
四周
愚

に際
し
て、
何
か

思い
出
を
、と
の

こと
で
ず
が、
私

とい
た
し
激し
て

は、
四
年
も詳
つ

た今
さ
粂

お話

をす
る
ほ
どの
こ

とで
も
な
か
ろう

にと
思
え
る
ので

す
。

申
し
まず
、
ひど
い
時
に
は私
の
浴
衣

を着
て
奉
郷
でい
た
こ
とも
あ
り
まし

た
。感
の
鈍
いこ
と
は
映田
や審
席
騨

に穆
り
ま
す
と甚
し
く
↓
一体
、
あれ

は
どう
な
つ
定の
だ
」
と
か
「あ
の
人

物は
さ
つき
のと
別
人
か
」な
ど
とし

つ
こく
訊
い
たり
、
人
の
笑う
の
を冤

て
から
笑
い
出ず
と
い
つた
始
宋
な
の

で
、娘
蓬
が
[穂
に
行
く
のを
綴
が
つ

た
も
ので
し
た
。刑
勝
所
を出
た
儘後

宮
城
前
を
通
る
パ・ス
の
・甲で
人
の注

意
を
思い
出
し、
お
と
な
し
く饅
融
乱

を
した
迄
は
よ
か
つた
の
でず
が
、
間

癩
つて
暫
説
圃
に頭
存
下
げて
し
ま
つ

だ
の
は今
か
ら
考え
て
、
氣
の羅
な
よ

う
な
おか
し
い
やう
な
氣
が
いた
し
漢

ず
。無
閉
蒋
な
=々

カ
ン
シヤ
ク
持

ち
の点
で
も
叉
珍ら
し
か
ろう
と
思
わ

れ
漢ず
o
結
婚
十日
目
で
も
ろ磯
裂
い

た
し
まし
て
、
それ
か
ら
は
↓キ
サ
マ

の
よう
な
牛
慧
氣な
や
っ
は出
て
行
け

」
と
いう
の
か
ロ
榊の
よ
う
にな
り
ま

し
π、
と
申
し
まし
て
も
、
非常
に
人

が
い
、上
に
、酋
贈
に
よ
く
見ら
れ
る

は
た
いて
い
つ
た
」と
い
つて
不
李
を

申
し
駁す
。

自分
の
子
供
に
つい
て
は
、
いわ
ゆ

る
、子
煽
悩
で
は
あ
り
ま
せ
ん
て
し

た
。
心轍
を
病
んだ
鎚
男
か夜
中に
鼻

血
が
止ら
ず
、
困
つて
医
者
を呼
ぶ
よ

う
に頼
み
ま
し
たと
こ
ろ
、例
の
闊
箇

を
はり
ま
し
て
、
「輿
血
位
で何
た
、

値
はチ
供
の
頃
、た
ら
い
に
「杯
鼻
血

を
出し
た
」
と
い
ρて
み
だ
りい
た
し

從
つ
て無
霧

勘
に投
じ
た
次女
の
こ

と
は
、
獄
甲に
あ
つ
た河
上
の
心を
鰻

も
大
き
く
占め
て
い
たの
で
は
なか
っ

た
か
と
も謂
え
ら
れ
まず
●

河
上
と共
に
生
きた
私
に
とり
凄
し

て
鰻
も
厭な
愚
い
出
と申
せ
ぱ
籏我
苑

の
時
伐
でし
よ
う
。
カン
シ
ヤク
持
ち

の
河
上
はと
に
か
くカ
,と
な
る性
で

し
た
か
ら
↓我
は
紳な
り
」
と
かい
つ

て
、
妙
な人
連
と
父
り、
は
て
は家
庖

を
解
敵
まで
し
た
当晴
は
人
か
氣
比い

た●
例
の
京
大酬
件
頃
から
非
國
民
呼

はわ
り
を
さ
れ
る
よ
う
に
なり
まし

て、
鯉
國
同
志会
と
い
う人

が々
怒
鳴

り込
ん
だ
り
、こ
と
に
山本
魔
治
さ
ん

の
晒殺
さ
れ
た頃
に
は
↓酋
を
洗
Oて

待て
」
と
い
つた
投
嘗
が磁
日
飛
び込

むよ
う
に
なり
ま
し
た。
河
上
は
、「園

は毎
日
風
呂
に入
つ
と
るけ
、
首
は
き

れ
いじ
や
」と
い
つ
て
おり
漢
し
たが

と
こ
ろ
が、
脅
迫
は
私
の
方
に
も及

ぶよ
う
に
なり
「私
が貴
女
な
ら
夫の

雑
自を
播
く
」と
い
つて
審
越
し
た女

の
人か
あ
つた
り
、
後
にな
り
ま
ずと

しきり
と
キ
リス
ト
敢
や、
天
理絞
に

依ず
る
こ
とを
勧
め
る人
が
出
て憩

酬か机
の
上
にう
ず
醐
く覆
ま
れ
たこ

乙
も
あり
漢
した
。

河上
が
検
李
され
ま
した
鷲
、
私
も

穣
幽
の取
調
を受
け
ま
した
が
、
頭か

ら
おど
し
つ
けた
あ
と
で、
「天
が悪

恥
を企
で
た
時は
こ
れ
を諫
め
、
いよ

い
よ闇
き
容
れら
れ
ぬ
時は
、
提
灯
を

"Pて
天
の
先
に立
つ
のか
日
本
の
婦

人
適だ
」
と
いわ
れ
、
漢
バ皮
肉
にも

私
の場
合
か
丁度
そ
れ
なの
で
し
た
の

・、そ
の
時
の
口憎
し
さは
今
も
忘れ

ら
れ
まぜ
ん
。

河
上
か
刑
を了
え
て出
ま
し
て
から

の生
活
は
、職
畢
の
激化
と
と
も
に、

非
馳な
不
自
由を
感
じ
まし
た
。世
間

「般
の
こ
とぐ
は
あ
りま
し
た
が、
こ

と
に甘
い
もの
に
目
かな
い
洵
上
は、

何時
間
も
バ
ン屋
や藁
子
屋
に
並
んだ

もの
で
し
た。
あ
る
いは
、
鱈
料
が無

い、
と
い
つて
は
自分
で
庭
先
へ七
輪

斎持
ち
出
し、
紙
膚
を燃
や
し
て煙
に

む
せ
んで
お
り
まし
た
、
あの
や
せ
た

老
人
の餐
が
、
今も
目
の
先
にち
ら
つ

く
よ
うで
ず
。
こと
に
、
私
か、
大
趨

に
病
を婦
た
次
女
の寝
鋼
の爲
、
家
を

富
け
まし
た
聞
は
[人
で
配給
を
取
つ

た
り、
夜
蚤
に
立
つた
り
いた
し
ま
し

た
。
も
つと
も
、精
綱
飽
に鰻
も
大
き

な
も
の凌
奪
わ
れた
あ
と
の
レ白
を埋

め
るた
め
に
、詩
や
絵
に凝
つた
当時

の
河⊥
と
い
たし
漢
し
て
は、
そ
うい

う
細い
家
麟
に子
供
ら
し
い興
味
を
感

じて
、
僅
か
eも
鳳
め
られ
た
の
でし

よ
うけ
れ
ど
も。

いよ
い
よ
敗陥
の
日
に
なり
ま
して

今
日は
薗
大
放送
かあ
る、
と
い
う
の

で私
か
「
一億玉
畔
と
いう
こ
と
に
な

る
の
では
な
い
Cし
よ
うか
」
と
申
し

漢
ずと
、
河
上
は肯
下
に
、
「馬
脚
、

隆
伏じ
や
」
と断
廿
し
漢し
て
、と
う

と
う
待ち
に
待
っか
時
か來
た
こ
と
に

非
結
に興
抽
し
た豫

でし
た
。
もと

も
と
あま
り
政治
な
ど
に乗
り
出
ず
の

を
好
まな
い
上
に、
{個
の老
暁
兵と

して
、
自
ら
の
マル
ク
ス学
角
と
ー.て

の
些活
r
揮
歌斎
輿
え
ー河
ー
Lは
あ

り
衰し
た
か
、激
し
い
駈
伝を
蜘
え
つ

こ
とは
出
斑
ず、
こ
と
に
若い
人
な
と

が
褒ら
れ
る
と、
質
の
勤
心か
再
ひ新

し
いが
氣
㌻
求
ωて
病
9上
るよ
う
で

し
たか
、
匙
謎と
、
栄
遡失
領
に
よ
る

体
の蓑
へ
は
如何
と
も
し難
く
、
興
闘

に
比
助し
て
あと
の
疲
れ
は全
く
牛き

た
纐で
は
あ
り
ませ
ん
しし
た
、
やが

て、
線
田
↓ん
、
志
貨
詳ん
か
釈
放
に

な
つて
、
大阪
C歓
」人会
か聞
かれ

まし
た
時
、自
劒
甫
を
卵ず
か
ら
建非

出
て
く
れ、
と
の
お語
か
あ
り
まし
た

の
を
、
私
ども
か
懸命
に
止
め
ませ
ん

で
し
た
ら、
行
き
かね
な
い
鐸
の魔
の

昂
り
よ
うで
し
た
。
野板
さ
ん
のお
帰

り
の
時
も非
鵠
に
縄ぴ
ま
し
て歓
迎
の

欝
を
敵
いま
し
た
の
に、
架
東
での
歓

迎
大
会
の放
逡
は
齢く
氣
力
もな
か
っ

た
の
でし
た
。

亡
くな
つた
の
は四
年
前
の
「月
三

十
日
でし
た
。
配
鵜の
筒
リ
ヤ
ン販
ひ

喉
を
通ら
な
く
な
り液
し
た
の
かそ
の

コ
、
三日
醐
た
と
思い
京
ず
oと
に
か

く
職
畢
か終
つ
た
とは
申
し
翠
して
も

'

食糧
畠
惰
か
却
つて
懸
化し
た
ま
」
の

こ
とで
し
た
。

河
ヒ
の
霧
に
と
つで
思
想
上
、精

肺
上
の
苦
難
もも
ち
ろ
ん大
き
い
も
の

で
し
た
でし
よ
う
か
、
とも
か
く
あの

夜
明
け
を
は
つき
り
確
かめ
た
の
でず

し
、
}懸
別
と
い
たし
寂
し
て
、た
虻、

あ
の
食
いし
ん
確
の
お組
父
ち
やん
に

も
う
一匿
おい
し
い
もの
を
食
ぺさ
せ

て
あ
げ
bれ
た
ら
、と
い
う
の
か後
に

捜
り
漢
し
た私
ど
も
のあ
き
ら
め切
れ

ノない
こ
と
なの
で
ず
。
(澗
上願屏士
豪
亡人
)

い
つ
た
砒
会
に
生
室

こ
う
い
つ
た
職

務
に
あ
る
人
々
に
は
当
黙
、
桐
当
な
理

性
的
行
動

饗
状
む
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
た
か
、
こ
の
女
教
肋
の
あ
ら

ゆ
肴

勘
麺

捨

よ
る
鐘

〃
加
盈

ら

れ
て
い
な
い
。
よ
据

ル

.
理

1

臼
ち

、、わ
ぜ
て
い
に
と
ー
て
も
、

'一れ

一

は
趣
腕
～

,
簡
と
'
岡
緊

」お

い
r
涯

れ
r
熟

再

μげ
青
ビ
淘
に
配
巌
,
去

つ
力
人
門
り
姿

・あ
る
。
哲
青
は
い
ら

7

・幽賄

i
な
か
ア

と
こ
弁

う
ろ
か
一

か
く
ー
て
甫
宮
比
竺
は
、
域
な
よ
六
進

渉
的
蛮

・
ろ
知
偽
な
き
瓦
痢
野
乙
と

な
り
終

つ
て
い
る
。
そ
ー
て
冠
男

演
一

出
に
ょ

、5
失
敗
代

イ
ン
チ
レ
ケ
ト
に
一

「
仮
け
た
戒
惰
に
脆
い

-
女
性
り
ー
に
、

一

「白
肖
の
よ
う
な
清
洌
な
ん
の
持
キ
」

の
名

に
お
い
て
テ
イ
よ
く
ヴ
呂
-
ル
壱

腿
続
麗
瓢
騒
じ籍
塞

る
。全
嵐
を
蟻
じ
て
は
轍
し
で
蘭
簡
が
よ

く
優
馨
は
よ
ろ
し
ー
、な
い
●
こ
と
に
い
　

上河

と
に
か
く私
還
の
思
い出
に
嚢
つて

おり
ま
ず
河上
と
申
し
まず
の
憾
、鈍

感
で、
無
頓
矯で
、
そし
て
カ
ン
シ
ヤ

ク
持ち
の
お
閥父
ち
や
んで
し
よ
う。

蕾
届の
人
な
ら当
然
氣
にず
る
機
な、

な
りふ
り
に
も禽

構わ
な
い
人
で、

月
給な
ど
も
封を
切
ら
ずに
そ
の
ま
ま

私
に渡
し
、
自分
は
偲
臼題
麟
代
十
銭

だ
け
を櫻
に
大掌
へ出
掛け
た
も
の
で

し
た。
お
金
のか
か
る
通樂
と
い
う
も

の
も
もと
よ
り
いた
し
ませ
ん
で
した

が
、
お金
を
扱
うこ
と
は
ま
るで
下
孚

で
、と
で
も
委
せて
お
け
ない
の
で
し

た
。
何
し
ろ
、
十
血
銚
の
買
物
を
ず
る

、よ
う
な
蟹
羅
の
漂
因
は
無
く
、
他
盤
も

の
に
、闘
引
に
=十
唱披
に偵
切
る
よ

う
な
人
でし
た
か
ら。
自
分の
ζ
と
で

も
そ
う
でず
か
らま
し
て
女の
騎
物
の

こ
と
な
どわ
か
り
よう
轡
もな
く
、
私

が
古
い騎
物
を
作
り鳳
し
て閥
て
お
り

ま
ず
と㌔
「や
つ、
え
え葛
物
を
萄と

る
の
」な
ど
と
いう
こ
と
を
"面
目
で

無
い
ζと
か
ら
はじ
漢
る
も
ので
ずか

ら
、
あと
な
ず
ぐ
ケ
ロリ
と
して
お
り

亥
し
花
け
れ
ども
自
叙
鯉
顎に
は
他

人
の
騒
口を
大
分樽
8
な
か
ら私
の
ど

は
賞
めて
は
か
り
おり
ま
ず
ので
蝦
や

孫
は
【お囎
父
ち
やん
は
お
帽母
ち
や

ん
の頭
だ
け
を
撫で
て
、
あと
は
ひ
つ

労

高竃萎
響の山砦 こ

義笙 ろ

≡≡

 

労
動組
へ訟岬同盟
O両
身
、
「友
野

会
」
力故
針
木
文治
氏を
会長
と
し
て

誕
生
した
の
は
、
一九
=
一年
のこ
と

で
あ
つた
。
そ
し
て、
一九
一四
年
に

け
し
ま
る
世界
馨

の
過
緒
を
通
し

て
、本
格
90
咄命融
質本
を確
yせ
し

め
π
日本
費
本
ヰ義
は
、
・て
の
'唖
と

し
て
の労
働
喬
階
搬の
些
活
をい
よ
い

よ
硝乏
佑
せ
し
めた
が
、
それ
と
と
も

に
友
盤会
の
組
轍は
漸
次
拡天
ず
る
に

い
た
った
。
こ
のよ
う
な
缶
もの
も
の

み
盛
く
さ
ね
は
や
漢ぬ
体
制
的
な
力

は
、
山素
水
明
、古
い
観統
に閉
じ
こ

め
ら
れだ
南
都
をも
、
そ
の根
砥
か
ら

ゆ
り動
か
ざ
ず
にぱ
お
か
なか
つだ
o

岡
崎
のも
と
の
轟
会
に
近
い
「六
盛

ク
ラ
ブ」
と
い
う
[楼
で
友
髄会
京
都

'

支
剖
が
拮
肱ざ
れ
だ
のは
、
「九
「七

年
C
あ
つて
、
そ
の
席ヒ
わ
だ
しは
交

部
長
に
鑑さ
れ
、
こ
こに
労
簡渾
遵
と

わ
た
し
の
っな
が
り
が
いし
めで
竺
し
ゐ

だ
の
⊂
あ
る。
当時
、
わ
凡し
い京
都

需
大
伝
掌部
の
掌
生
ぐあ
つ
た。

そ
し
て、
恐
ら
くそ
の
塑
年
の九
月

ご
ろ
で
あ
つた
と
酬憶
ず
る
か薫
漫
会

の
組
鞭
の内
部
に
「労
ブ会
」
な
Oも

の
か
生
れた
。
「労笑
謹
と
いう
の

は
、
そ
の名
称
の
示ず
よ
う
に、
労
働

看
と
学
生
と結
ぶ
研
究会
グ
ル
ープ
C

あ
っ
た
。ず
で
に
、外
に
は
一九
【七

年
の
大電
命
を
経
験し
内
に
は米
騒
動

に
よ
っ
て日
本
人
民
の菓
㎜的
湾禦
力

の
儒
大
δ
を目
の
あた
り
見
せ
つけ
ら

れ
た
学
生た
ら
が
、た
と
え
鴫確
に
は

　

肚
会
と
いう
鴇
瞭肚
会
ー
と
く
に
そ
皿1

の
m
¢
鯉
黎
飾
門
た
る
敦
角
面
に
た
ず

さ
わ
る
入
愉
と
し
て
は
、
両
宮
九
生
は

余
り
に
も
甘
く
扱
わ
21
て

い
る
。
こ
う

　一　

圃陽
錦
キ
透
的
㎏
度
か
ら
艘
闘
門的
U
彩
を

}

m
で
、

「九

二
一一
年
資
も
,
・て

}
マ
ル

「

作
瀞
著
乏
糊鑑
鐵

鵯

蝉
胤
翻
翁
醐
一ず

蕊
1(函入萸1震)

賞(下 働(銅入英質、

・聚夏神田神嗣M

難

簗

麺

河
二櫨
藷

そ
の
むム
　
ガ
ドく
あ
つ
た
りそ
こ
に

　

　

お
いて
・
わ
鯵
れ
の
何
よ襲

田

第

陸

B
陸

B
囲

し
藷

は
、
い奪

参

、
軍

轍

命
即
論

の
純
化
で
あ

つ
た
。

そ
し
て
・

一夜
こ
の

「労
学
倉
」
ヘ

ク
ス
中
義

・徹
底
す
る
た
め
生
命
か
け

・け
な
い
の
は
、
P
♀
3
A
食

原
鵠

(

へ

瀦
と
し
て
河⊥
塗

を
麺
釜

る
の
飛
響
蓬

し
馬、鴬

で
あ
る」
さ
胃

勇
)季

の
蘂
捧

よ
島
る

こ
と
にな
っ
た。
}九
4五年
海
外
留
の
ぺ
て
おら
れ
るが
、
先
生
に
「マ
ル
[最
陵
の
シー
ク
ウ
エ
ンス
で
至
ると
こ

蓬

曇

れ
・
先
表

菱

キ
シ
ス・
・ε
い
髪

環わ
劃

う
・譲

な
奮

が・
当

て
いて

大
掌
歌
授

ζし

て
の
み
な
ら
ず
、

「貧

し
」
、
「
マ
ル
ク
ス
士
箆

着
'一し
て
の
、
-

乏
物
ー
」
を
も
つ
て
覧時
代
羅

に
韻
大

河
上

比
の

立
鵬
か

は
r、き

リ
ー
て
來

㎜コ

の
勤
眠
を
喚
え
た
人
と
し
て
そ
の
名
は

た
」
の
嘘
、
ほ
野
一
九

九
年
創
判
の

一一

ず
e
r
高
か
つ
た
。
も
と
よ
り
、
そ
の

「
読
ヘエ問
瞬

究
」
碍
陸
の
こ
計
、ぐ
あ
　

縫

齢謙
糎
幾

馨

醍
C謬

総

㎜◇翻
(京大)気竿

ま
家

・
わ
πし
の
今な
電
管

つ九
もの
ひ
「・ル
フ
ル
・綱
山芝

↓

グ
¥

董
轟

対抗
-

謡
鍵
諺
燕
馨
囎鰍
欝灘
羅
糠
雛

蜀

論春

れたこ妻

る・
マ藷

㍗・・いい藷

・劃

}

嬰

藤

紬
鑓

讐

壽

磁

鐸
肛媛

船諜

憾

門嘆
論

菱

ガ幾

繕
戦

縫

蕩
譲

雛

娃蔽

肌砂

の
薦

劇糧

繍

捕翻

の建

冗にぞ
う姦

をかけ
へ糞

つけ・。

雇
林果
唾

漢

離

塑

　
へ
　
　
が　
ぴ
み
な
ゆ
が

る
あ
と
な
つた
・
講

勢
審

」

そ
の後
、
ハ労萎

蜜
悪

、
薩

聯
鱗
螺
鵜
嚢
撫
膿一脚脚麟
難

い
か・
わ
れわ
れ
渉
兵
は危
隙
だ
」と

奥
村
櫨槻
の
雫
議
rは
、
東大
生
遊
は
}英
口卯
始風
⊥
に
陣
した
西
甲は
張
々

 

雌灘

緊
鱗

難

罐

批惣、とを濡
騰
続
蝋誰

㎜
調
し
㌧
個
所
か
少
/
・な
い
.
そ
れ
ゆ
え

に
鷹
?
鱈
も
湧
い
て
來
な
い
。
銅
團
の

出
皮
など
r
も㎝
¶に
おけ
る彊疑

描
写

か
十
分
に
行
費
閥
い
て
い
な
い
た

め
に
ム
ー2
か
あ
り
、

〃
鋭
な
き
晃
"
常

治
乃

取
吸
い
方
に
も
野
悶

残
乙
。
そ

の
他
-
七
人
物
わ
雪
柘
竜

も
晶

量

も
の
e
も
b
。
朔
和
さ
か
・
即
E
`
の

演

口、!
も
こ
れ
～
い
ヅ

彫
り
～
げ
る

r.㌧
.
.も

よ
'よ
、、
h
乳
ん
Ψ
イ
の

他
ω
-
掩

姻
甲
ゆ
い
ご
お
や
、
ご
あ
ゐ

し
か
r
大

版
啓
、口と
ー
て
ノ

に
ン
ヂ

派
の
高
域
済
あ
る
碧
匿
衷
.
醗
知
,
て

一
い
る
と
い
^
六
だ
け
ρ
も

}
つ
の
η
穫

[
で
あ
る
r
違
い
な
い
し
、
ま
た
こ
の
映

}
西
功
現
今
の
敗

禽
意
携
の
進
む
べ
き

り

喚

あ
る
い
は
今
修
の
P
・
T
・A
の
建

り
万
と
い
う
も
の
に
芭

†
の
示
、
を
與

一
え
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
悶
す
b
批
判
、

反
雀
の
貞
馴
と
ず
る
に
足
る
と
い
汽
竃

韻
」
凋
め
て
よ
い
も
の
e
あ

る
。

(
索

天

胞論

部

臼
下
)

}

立
砧
人

斎
遡
部

キ
ヤ
プ

テ
ン
Y

君
、
去

ξ

晃
貝
世藁
い
て
ウ
ド
ル

r
目
選
は
な
つ
灸

警
の
馨

}の
中
に
宴
驚

鳥
に
あ
てて
「立

命
大
の
赤化
を
餐

ず
み
や
㌍な
る

藷
囎

餅
謹
蹉
綴
離

騨

【写
麗
は孫
に
囲ま
れ
た
澗
上簿
士
〔昭和
甘
年
一月
撮
膨
)

と
同
粛
亡人
O
名
は同
博
士
自籔
】
扱
い
をし
た
謀
で
した
。
そ
れ
に比
ぺ

ま
ず
と
、後
に
地
下凋
動
に
入
りま
し

た
頃
は、
ジ
リ
ジ
リと
当
然
行
くべ
き

と
こ
ろ
げ近
ず
いて
行
つた
鷹じ
で
し

た
の
で、
何
か
開合
ざ
え
お
隈え
ま
し

マ
躍

、
フテ
・
の
ヤカ
ラ
饗
し
て

蔽
Oか
、
どう
か
!…

訂
冨
凸

而
号
(噌軒
六
号
)本

一紙
面
に
那載
し
π松
ハ
澗
氏
の
「今

一年
の
貿
易
」の
山で
、卜殴
二
十
二行
目

}の
「k
架
帥共
薩
は↓
大
聚
唱共
貧
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議
を量
し
灸
冥
理
化襲
獲
圖
あ
警
に
つき
竪
い芒
琴

卿一

岩
波
書

店

一一
月

號

雑

誌

,

置

■

轟}

二擁槻
穴 替∫∫

西 東碑
o墓 田

 

一

の
ト
ラ
イ
、
ぞ
、ゾ
パ
ー
ト
な
り
霰

リ

ー
ド
ず
る
、
西
耶
は
ペ
ラ
ル
テ
ィ
に
三

嘆
を
か
え
し
た
の
み
で
あ

つ
た
か
、
隣

掌
西
恥
の
相

つ
ぐ
反
賂

堅

八
橋
の
ト

ラ
イ
範
に
よ
り
、15
-
12
と
迫
っ
た
か
、

そ
の
緩
架
駕

の
猛
蹴に
あ
い、
チ

ャ
ン
ス
な
く
敗
れ
去
つ
た

藁
目を
贈し
て
窒

Wの
弱
戸
目

に

つ
き
、
パ
,
ク
ラ
イ
ン
に

「
臼
0
長

青
春
の
谷
間

稻

四
、
㌦
冠
の
5
短
と
思
つ
て
い
て
も

}
た
ん
㌣
r
馳
ち

ロ
く
と
、
な
か
く

上
而
し

て
マ

、
氣
が
し
な
か

つ
た
o

「
病
蝋
r
な

Oこ
と
に
比
べ
り
や
、
大

し
た
こ
と

ハ
な
ア
ハ.う
に
。」と
盗
難
の

こ
と
を
糾
ろ
母
號
の
醤
貼
に
、
や

つ
は

り
照
戸

て
傷
て
よ
か
つ
た
と
し
み
じ

み
と
瞳
ろ
し
、
警
穿

肖

"
を
と
り
凄

＼
は

}
¥
噛
㌧
,
Z
照
.L
、
な
〆
も
か
も

わ

・
オ
ヒ

θ

、熟
ゴ
ド
な
9
て
、
つ

ウ

ヒユ
コゆ
ロノ
の
ラ
ヒノ

し

r

-

r

7

L
オ
σ
ひ
.一ゴnび

粘
,
、
。
rn

.
日
日
の
ほ
と
ん
ど

の
肖
り,、

d

ゐ
,,
」
闇、あ
て
ら
れ
た

部
障

〆

㍗
、
町
、へ

,う
外
胃
噸

..

顕

r
↑
分
筆

丙
行
け
　
が
、
別
に

、
/
け
召
∬
リ

ハ.山
距
つ
た
し
、
出
て

の

行
つ
ζ
も

㌔
ル
い
る
わ
け
で
晦
な
か

つ
た
。
・
ノ・

罰
え
は
、
村
の
小
掌
校

へ
学,
行
ノ
ず
、
町
の
小
字
校
へ
鷲
融

丈

趙

,

麟

目
"
、
子
供
の
特
ず
ら
村
の

少
舞
た
ち
と
の
つ
き
合
い
と
て
な
か

つ

だ
し
、
岡
時
7
町

の
少
年
た
ち
と
も
避

訟
し
たが
、
慢
憎
の点
C
は
人
}倍
深

か
つ
たよ
う
で
、
俵に
長
男
か亡
く
な

り
ま
した
時
の
シ
ョッ
ク
は見
る目
も

傷
まし
い
も
の
でし
た
。
長女
の
方
は

李
偲
に蹄
翫
を
庭ち
ま
し
たが
、
に
父

(17)
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賀

勝

.
志

薗

も

る
と
と
も
に
ま
ず
く

そ
れ
.r
堀

の

対
磁
羅

ω多
糠性

越
田
兀翻
用
田
田
本
肖垣
#
翫
原
井
一あ
る
も
個
人技
に
と
らわ
れ
ず
ー
ルを

持
ち
ず
曽
のさ
ら
い
かあ
つπ、
納
悶同

蛾
珈
の
剛
Oらと
細
合
力
ゐ西
娘
の
巧技

存
匪
し
たと
馳
ら
れ
る

な
ゐ
畷
合絶
.」囹
町堀
田
(束
)咳
羅

本
(早
)
冷タ
ック
ルせ
ん
と
して
激

突
、
魏

に鍵
q
賓
負
つて
氣
絶ヒ
λ

◇
原
大
二
部
で
優
勝

i
関
四
掌生
ス
ギ
ーー

η
臼
呵
於岬
鍋
ロ
ス
議1
場

[幽
距
糠】
①
回藤
(東
)
3時
醐
31

分
船
彬
【複
含
前
竿】
①
岡
藤
(東
)

二
四
〇
点
【耐
久】
ω田
内
(冤
)
7

時
陶
33分
17秘

【構
占】
銀
入
26
亦臥
人
8
阪
大4

定
価

五
〇
円

孚
牢
労゚
班O
O
円

一
年
契

8

H

[

ソ
ヴ
ュト
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ナ
,
の
形
成

幕
末
姿
贈
期
に
放
け
る
学
問
、
.政
嵩

-
橋
本
左
内
ρ
場
合
i

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
●
マ
ン
の
ニ
イ

ヂ
∴
慷

奈田上

果中限
辰 瑠
也実蔵

家
竹
と
縞
ぴ
っい
て
強
く
な
って
い

歓暴
護
鐸
離
態
蝉

聚
ぬ
こと
で
あ
つた
。
こ
うし
て
叩
掌

生
の時
ま
で
孤
独
ド生
涛一た啓
占
は
、

今
生
れ故
渤
に
嚇
つて
い
て
も、
お
と

替

・べ
き
"
～甦

～な
か
つ
た
。

一

啓
占

、麹
に
一て
れ
害
淋
し
い
と
も
思

わ
な
か
つ
.
。
蟹
鷺
学
..己

時
ヒ
買

コ

て
い
て

巳

な

レ
ン

r,
-物
を
と
の
出

し
て
翻
7

覗
紺
..
お
れ

砿
十
分
だ
と

思

つ
た
。
馳心し
ず

と
、

'汁
を
は
な

・

}れ
て
臨
犀

、
'。
彼

パ高

牽

校
の
7

扉

軽
.年
r
な
、特
.死
弁
彼
の

一父
親

か
姥
箱
い
ろ
い
ス.凝

つ
て
今
の
形

門

　一
に
し
た
院
た
か
、
轟
い
悶
手
入
し
な
い

　【
た
め
に
、
荒
れ
て
枯
木
'もた
く
湾
ん
出

 奪

お
り・
そ
の
笑

rがい
子

朝
.

禅
の孤
繍
性
に
つい
で(下
)

ラ
テ
ィモ
ア
の
中
閑
観

臼
井
竹
次
郎

市
川
臼
弦

肖
川
嘉
次
郎

足偶

-
Q円

孚年
分
琶
O円

奉
分
沢8
円

縛

鳳
・
日
本
鰐
歌
り
閻
鋼
唱

日
本
o露
灯
情
詩
ω
艘
開

土

目

.灘

知

、目
本
に
於
げ
る
民
緬
ひ
問
題

高
木

禰
之
助

抵
代
詩
の
潴
固
題

・

司

湯

地

嘩

自
秋
ノ
ー
ト

ー
墜

く
に
か

ら

り
間
魑
1

・…

…

中

村

純

一

仔
捕
の
変
螢
0、
系
謂
に
つ
ぺ
r
、

一

條

織

゜

幽近
代
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
庭
鰻

題

.濁
代
短
謎
紀

…

-
鰐
夫

溝
三

郎

研究イ
ト
鯉
霧

跡
曜饗

、藝
鷲

議

唇
騨
・新
刊紹
介

走
価
穴
Q
円

孚
年
饗
春
円

一゚雰
誓
己
円

と
贋
木
を
し
た
り薗
揉
備い
て
過
』た
,

幼
年
声
、
少年
鯛
の
孤独
な
態
活
は、

鷹雛
鑛
藷
縫
跳　

思
つた
。
蓮
くか
ら
こ
の家
の
目
削
に
一

な
つた
腐
の
}隅
一}

に
あ
る椋
の
巨ホ

の
槽
℃、
薯

府
}

が
け
た
た
寂
し
ー、
°

鳴
い
て
い
・
の
も

}

啓
古
に
と

り
て
は

㎝㎝

躍
郷
の
味
で
あ
う

一一

た
。内

姥

並
ん
だ

間
の
網
い
露
地
透

ぬ
け
た
ら
、
搾
地

」

が
あ
つ
て
、
そ
の

纈

函

孤和

へ
の
叫
び

柴
田
桂
太
先
生

ー

服

部

卿

宍

ヴ
7リ
ト
ロ
ン

3

早

川

幸

男

肝
簾
は
何
を
し
て
い
る
か

。

高

橋

磁

総

原゚
子
力
委
員
会

2

ド
の
o
冨
鵠
く
却
匹
【圃

マ
ツ
ダ
研
究
所

・§
…
・…
…
…
唇・
!
9
…
劃
・3
・隊
・8・.
小
林

秋

棚

回

購

素
粒
子
躊
の
鰐
開
と
ヴ
7リ
ト
ロ
ン

。・1
…

戯

谷

コ
一
男

概
鯉
葡
鰯

霊
質
力
学

・

葛

最

上

露

鶴

冒
寧
罫
苗
・馨

ヨ

び

、
.
こ
と
も
な
-曳
、
寒
の
叩
で
じ
つ
一
向
う
に
納
照
や
米
麟
が
並
ん
で

い
た
。

一

そ
の
さ
ら
に
向
う
に
瞬
い
轡
地

が
あ
つ

中学
に
は
λ
つて
剃
、別
に
友
遽
を必
一を
土
塀が
ぐ
る
りと
か
こ
ん
で
いた
。

翌
と
し
な
い叶
格
彦
薦吉
を
し
た
て
」

「ジ
ロi
」
と
呼ぶ
と
、
啓
吉
が肖
て

いか
.
封
廻四
な
鎗嵐
の土
地
で
、嫁

た
二
匹目
の
犬
で為
る遭
犬
は、
の
つ

に
礒て
か
ら精
換
え
ず
るこ
と
な
し
に
そ
り
と物
う
津
そう
に
っ
い
て硬
た
。

灘
謹
悪
麹
艦纏
叢
隷

っ
r
村
人
r
臨
ん
だ
彼
の
㎝
殴
を
、
別

一
て
、

羅
し
み
もせ
ず
、
隔
袖し
た
別
の悦

媒
とし
て
扱ら
村
人
允ち
の
穏
わ
く
は

δ
らに
そ
れ
r拍
噂
を
〃け
て
、
その

衣
、彼
P
彼
り兄
姉
泥ち
の
鴨
格
形成

に反
映
し
た
～撰
じ
てか
ら
(.啓
吉は

よく
慧ざへた
もの
だ
つ
た。

孤
抽
と
皆え
は
た
し
かに
孤
独
な生

渚ぐ
あ
つ
◆κ。
同
じ
暫
の
少
年
たち

か、
穏
の
行恥
.樂
し
そう
に
騒
いで

いて
も
、
堀#
の窯
名と
格
式
に
お
い

て罵
曽
占
エそ
の少
年
たち
の
群
れに

圏搬
加
わ
・こ
と
払
許さ
れ
ず
、村
祭

りの
碗
饗も
誰か
に
つ
き添
わ
れ
て、

傍
力ら
レ
物ず
る
-
外
にな
か
つ
た。

し
か
し
貼
に
それ
8
褒し
い
笏
と隙
わ

マ
藷

逐
つ兎
・、
荒
外

一

な
つス
。
自
"に
は
神柴
毘
か
つ
ぐζ
,・い
ほど
に
い
たん
で
い
た◎
し
か
し午

とか
出
《
ない
宿
命
か
あ
るの
た
と幼

～な
んr
騨い
切
れ
て
いた
。
束
た村

のチ
供
た
ちと
血
は
な
Kと
も
煽
痒を
.

憲
ず
る
も
ので
も
な
か
つた
。
そ
れは

その
烹
㌧
町
の小
掌
校
に調
け
る
対人

関
、に
お
いて
も
あ
て
はま
つ
たし
、

町
の
叩
掌校
へ凶
つ
た
こる
も
変
らな

か
っπ
。
何時
だ
っ
て、
何
処
へ行
つ

て
も
「自
勿け鋤
だ
」と
い
ろ
憲
肺は

除
かれ
な
カ
った
。
い
や分
別
の出
粥

糠難
難
鰹

しな
い
の
でろ
く
髪

ら
なか
つ
た
}一

が
、柿
だ
げ
写梶
年
う
ま
い
のが
概
冠
一

に
巽
つた
。
畠堂盲は
㎜本
の鮪
の
木
に

ぴ
つて

ク
　
のゆ
そ
う
した
よ
う
に

藩
繕
儲鎌
懲

監

いて
い
軋㌔
罎

掌
覆

も
ニ

コ

へ

膿
腸
所
や
剖
膣

呼
は
れ
、
新
幽
髄
と

鷺
わ
れ
て
い
る
励
槌
う
腿
物
も
、
†
べ

て
が
古
ひ
、
職

し
、
職
後
ほ
と
ん
F
修

羅
.暴

か
塞

八瞥

、い
装
し
幽　

後
の
秋
日
は
さ
ん
く

と
そ
、
い
で
無

　へ

簸
味
な
ほ
ど
搭
卵
か
な
風
禦
た
つ
㍗
。

【　

繍
壕
汽鴨
瓢駅
燧
調
誓　

て蕩

下
か
ら吟
禿

。巽

な
地墜

屋
頻の
荒
騨
そ
れ
を
宵え
る
　団
の
皿

ドや
がが
　
　
し
だひ
へ
こ
のた
い
　
ゆ
　

に
とり
な
妄
れ
論

誉
毒

活
迄

あ
らた
め
て啓
吉
は
考
えざ
る猟
得
な

か
つた
。
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